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水産物の安全と安心
「安全・安心な水産物」を提供するための

研究開発の取り組み

食
品
の「
安
全
・
安
心
」と
は

近
年
、
食
の
「
安
全
・
安
心
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
言
葉
の
定
義
は
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に「
安
全
」と「
安
心
」と

の
違
い
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
使
い
方
が

異
な
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、「
安

全
」
と
は
、
危
害
物
質
あ
る
い
は
危
険
状

況
が
物
理
的
に
除
か
れ
た
状
態
で
あ
り
、

「
安
心
」
と
は
心
配
・
不
安
が
な
い
、
各

自
の
心
の
中
の
状
態
、
と
言
葉
の
使
い
分

け
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
を
食
に
当
て
は
め
る
と
、「
食
の

安
全
」
と
は
私
た
ち
の
健
康
や
生
命
を
脅

お
び
や

か
す
物
質
や
成
分
な
ど
が
食
品
に
含
ま
れ

な
い
状
態
で
あ
り
、「
食
の
安
心
」と
は「
食

の
安
全
」
の
情
報
を
伝
え
、
食
に
対
し
て

不
安
が
な
い
状
態
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。従
っ
て
、「
食
の
安
全
・
安
心
」と
は
、

科
学
的
、
あ
る
い
は
信
頼
性
の
あ
る
デ
ー

タ
で
証
明
さ
れ
た「
食
の
安
全
」情
報
と
、

そ
れ
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
担
保
さ

れ
る
「
食
の
安
心
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を

統
合
し
た
、
私
た
ち
の
健
康
と
生
命
を
守

る
シ
ス
テ
ム
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

食
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

食
の
安
全
で
、
ま
ず
重
要
な
こ
と
は
、

食
中
毒
の
発
生
な
ど
、
私
た
ち
の
生
命
に

か
か
わ
る
危
険
を
除
く
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
食
品
の
衛
生
管
理
が
必
要
で

日
本
人
の
栄
養
摂
取
量
の
う
ち
、
タ
ン
パ
ク
質
の
約
50
％
は
水
産
物
か

ら
摂
取
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
産
食
品
に
は
各
種
の
健
康
に
よ
い
成
分
が

含
ま
れ
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
摂
取

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
産
地
偽
装
、
食
中
毒
の
発
生
、
健
康

危
害
物
質
の
混
入
な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
水
産
物
の
安
全

と
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

水産物の安全と安心
「安全・安心な水産物」を提供するための

研究開発の取り組み
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あ
り
、
特
に
、
水
産
物
の
漁
獲
、
加
工
品

の
製
造
、
出
荷
時
に
、
ビ
ブ
リ
オ
菌
、
リ

ス
テ
リ
ア
菌
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌
な
ど

の
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
微
生
物
の
繁
殖

を
い
か
に
抑
制
す
る
か
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
や
や

高
い
温
度
で
増
え
や
す
い
食
中
毒
ビ
ブ
リ

オ
の
生
息
域
が
世
界
中
で
拡
大
し
て
い
ま

す
。
リ
ス
テ
リ
ア
菌
や
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成

菌
に
つ
い
て
も
自
然
界
に
普
遍
的
に
存
在

し
、
４
℃
の
低
温
で
も
増
殖
す
る
こ
と
か

ら
、
冷
蔵
で
も
完
全
に
は
発
生
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
微

生
物
に
よ
る
食
中
毒
は
重
大
な
危
害
要
因

で
あ
る
も
の
の
、
漁
獲
後
か
ら
加
工
場
ま

で
一
貫
し
た
高
度
な
微
生
物
制
御
技
術
の

開
発
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
水

揚
げ
の
現
場
か
ら
小
売
店
に
至
る
ま
で
の

全
加
工
流
通
工
程（
図
１
）に
お
け
る
水
産

物
食
中
毒
細
菌
の
動
態
を
調
査
し
、
リ
ス

ク
の
高
い
加
工
流
通
工
程
は
ど
こ
か
な
ど

の
分
析
と
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
「
生
鮮

水
産
物
の
価
値
を
落
と
さ
な
い
微
生
物
制

御
技
術
」の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

微
生
物
と
同
様
、
二

枚
貝
の
毒
化
は
消
費
者

の
生
命
に
か
か
わ
る
大

き
な
問
題
で
す
。
日
本

で
は
農
林
水
産
省
や
都

道
府
県
が
主
体
と
な
っ

て
二
枚
貝
の
毒
化
状
況

を
定
期
的
に
検
査
す
る

体
制
が
整
っ
て
い
る
た

め
、
貝
毒
に
よ
る
大
き

な
食
中
毒
事
例
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
で
、
生
産
者
に
と
っ

て
は
、
毒
化
し
た
二
枚

貝
が
発
生
し
た
地
域
で
は
、
全
く
出
荷
で

き
な
い
と
い
う
生
産
量
の
低
下
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毒
化
の
原
因
と
な
る

毒
化
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
調
査
、
生
産

現
場
で
使
用
で
き
る
簡
易
・
迅
速
・
正
確

な
毒
測
定
キ
ッ
ト
の
開
発
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
生
産
者
に
と
っ
て
生
産
量

の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
二
枚
貝
の
毒
化
の

予
測
を
可
能
と
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
構
築
と
、
毒
化
し
た
場
合
の
除
毒

技
術
の
開
発
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
消
費
者
の
水
産
物
の
購
入
時
に

参
考
に
す
る
情
報
と
し
て
「
原
産
地
」
や

「
天
然
か
養
殖
か
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
ら
は
ど
の
魚
種
で
あ
ろ
う
と
、

水
産
物
の
原
産
地
に
よ
っ
て
危
害
物
質
の

混
入
が
疑
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
、

消
費
者
の
「
食
の
安
全
」
に
対
す
る
不
安

の
表
れ
だ
と
考
え
ま
す
。
近
年
、
イ
ギ
リ

ス
で
一
部
の
魚
介
類
に
メ
チ
ル
水
銀
が
蓄

積
さ
れ
て
お
り
、
妊
婦
へ
の
摂
取
を
制
限

す
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は「
食
の
安
全
の
た
め
の
研
究
」



図2．トレーサビリティシステムのイメージ図
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偽装問題
中国産ハマグリの偽装容疑で逮捕 !!

ウ
ナ
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偽
装
で
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県
が

卸
売
２
社
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意
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荒
れ
る
産
地
偽
装
の
嵐
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の
一
貫
と
し
て
、
水
産
物
に
蓄
積
さ
れ
る

メ
チ
ル
水
銀
、
ヒ
素
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な

ど
の
危
害
物
質
の
動
態
や
毒
性
を
評
価
し

て
き
ま
し
た
。
一
方
で
水
産
物
に
は
機
能

性
ア
ミ
ノ
酸
や
高
度
不
飽
和
脂
肪
酸
な

ど
、
私
た
ち
の
健
康
に
は
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
、
水
産
物
か
ら
で
な
い
と
摂
取
で

き
な
い
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ

て
、
今
後
の
研
究
開
発
は
、
水
産
物
に
蓄

積
さ
れ
る
危
害
物
質
が
私
た
ち
の
健
康
に

与
え
る
影
響
を
十
分
に
精
査
し
た
上
で
、

水
産
物
に
含
ま
れ
る
機
能
性
成
分
の
健
康

作
用
を
考
慮
に
入
れ
た
、
真
の
安
全
性
の

評
価
作
り
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
は
水
産
物
を
含
む
一
般
消

費
者
向
け
の
す
べ
て
の
飲
食
料
品
に
「
農

林
物
資
の
規
格
化
お
よ
び
品
質
表
示
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律（
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
）」に
基

づ
き
、
原
材
料
、
原
産
地
な
ど
品
質
の
表

示
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

２
０
０
８
年
に
は
ウ
ナ
ギ
の
蒲
焼
の
産
地

偽
装
問
題
、
ア
ブ
ラ
ボ
ウ
ズ
（
写
真
1
）

を
高
級
魚
の
ク
エ
（
写
真
2
）
と
偽
装
し

て
販
売
し
た
事
例
、
ハ
マ
グ
リ
の
原
産
地

を
偽
装
し
た
事
例
な
ど
、
水
産
物
の
「
原

産
地
」や「
種
類
」に
関
す
る
信
頼
を
揺
る

が
す
事
例
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
消
費
者
の
安
心
を
奪
っ
た
だ
け
で
は

な
く
、
安
全
性
に
も
不
審
を
い
だ
か
せ
た

事
例
で
し
た
。
こ
う
し
た
偽
装
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
は
、
科
学
的
な
根
拠
を

も
っ
て
こ
れ
ら
の
偽
装
を
排
除
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
に
よ

る
水
産
物
の
原
産
地
判
別
技
術
を
確
立
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
判
別
で

き
な
い
魚
種
や
加
工
品
で
は
、
魚
介
類
の

生
息
環
境
に
よ
る
体
成
分
の
違
い
を
原
理

と
し
た
、
高
度
な
体
成
分
分
析
技
術
を
駆

使
し
て
各
種
魚
種
や
加
工
品
の
原
料
・
原

産
地
判
別
技
術
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
技
術
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
検
査
機
関

で
あ
る
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン

タ
ー
の
検
査
へ
技
術
供
与
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
よ
り
迅
速
で
高
精
度
な
現
場

で
対
応
で
き
る
判
別
技
術
の
開
発
が
必
要

で
す
。　

食
の
安
心
の
確
保
の
た
め
に

「
食
の
安
全
・
安
心
」
を
完
成
さ
せ
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ら
「
食
の
安
全
」
に
関

す
る
情
報
を
い
か
に
消
費
者
に
伝
え
て

「
安
心
」
に
繋つ

な

げ
る
か
の
シ
ス
テ
ム
作
り

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
シ
ス
テ
ム
が
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
で
す

（
図
２
）。
漁
業
者
は
漁
獲
地
域
、漁
獲
日
、

出
荷
日
、
養
殖
業
者
は
、
養
殖
環
境
、
餌

飼
料
、
投
薬
記
録
な
ど
を
、
流
通
や
販
売

業
者
は
保
存
温
度
や
納
入
日
時
な
ど
を
、

加
工
業
者
は
原
料
、
添
加
物
、
賞
味
期
限

を
記
録
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
記
録
を
消

費
者
に
伝
え
る
手
段
が
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

消
費
者
へ
「
食
の
安
全
」
の
情
報

を
伝
え
る
重
要
な
「
食
の
安
心
」

ツ
ー
ル
で
す
。
こ
れ
は
製
品
に
何

ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
場
合
、
い

つ
で
も
原
因
が
把
握
で
き
る
リ

ス
ク
管
理
シ
ス
テ
ム
の
役
割
も

果
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
生
産
者

に
と
っ
て
は
自
ら
の
管
理
技
術
、

製
造
技
術
、
品
質
情
報
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
利
用

可
能
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
生

産
者
と
消
費
者
の
双
方
向
情
報

ツ
ー
ル
と
し
て
の
利
用
に
向
け

た
新
し
い
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

作
り
が
重
要
だ
と
考
え
、
そ
れ
ら
に
向
け

た
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
当
セ
ン
タ
ー
の
各
研
究
部
門
は

水
産
物
や
水
産
加
工
品
の
漁
獲
（
生
産
）

か
ら
流
通
・
加
工
、
消
費
に
至
る
一
貫
し

た「
食
の
安
全
・
安
心
」確
保
の
た
め
に
、

ま
た
、
生
産
者
、
流
通
業
者
、
消
費
者
に

有
益
な
技
術
開
発
や
情
報
提
供
を
す
る
た

め
に
、
都
道
府
県
の
研
究
機
関
、
大
学
、

水
産
関
連
団
体
な
ど
と
密
接
に
連
携
を
取

り
な
が
ら
研
究
開
発
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
、
今
後
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

特集：水産物の安全と安心



写真1．ニホンウナギ（上）とヨーロッパウナギ．
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写真2． ウナギ加工品（蒲焼き・白焼き）の微量元素分析．
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う
な
ぎ
類
の
例

国
内
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
生
産
量
は
約

２
万
ト
ン
で
す
が
、
需
要
を
満
た
す
た
め

活
魚
や
蒲
焼
き
、
白
焼
き
な
ど
の
加
工
品

が
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
湾
か
ら
は
活

魚
が
、
中
国
か
ら
は
、
活
魚
と
と
も
に
蒲

焼
き
、
白
焼
き
な
ど
の
加
工
品
が
輸
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
内
や
台
湾
の
ウ
ナ
ギ
養
殖
に
は
、
ニ

ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
天
然
の
稚
魚
が
用
い
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
中
国
で
は
、近
縁
種
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら

輸
入
さ
れ
、
養
殖
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
中
国
で
生
産
さ
れ
、
蒲

焼
き
と
し
て
輸
入
さ
れ
る
加
工
品
に
は
、

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ウ
ナ
ギ
が
原
料
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま

し
た（
写
真
１
）。

そ
こ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ウ
ナ
ギ
と
ニ
ホ
ン

ウ
ナ
ギ
と
を
識
別
す

る
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分

析
法
が
東
京
大
学
で

開
発
さ
れ
、
蒲
焼
き

の
よ
う
な
加
熱
し
た

加
工
品
で
あ
っ
て
も

原
料
魚
種
の
判
別
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ニ
ホ

ン
ウ
ナ
ギ
を
原
料
に
用
い
た
加
工
品
の
原

産
地
の
判
別
で
す
。
最
近
、
輸
入
さ
れ
た

台
湾
産
の
活
魚
が
国
内
で
加
工
さ
れ
、
国

内
産
と
し
て
流
通
し
た
事
例
や
、
中
国
産

の
加
工
品
の
品
質
表
示
を
国
内
産
に
張
り

替
え
た
事
例
が
摘
発
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
加
工
品
の
、
外
国

産
と
国
内
産
と
の
違
い
を
判
別
す
る
技
術

開
発
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
は
マ
リ
ア
ナ

諸
島
付
近
で
、
台
湾
や
中
国
、
日
本
な
ど

で
と
れ
る
天
然
の
稚
魚
も
、
皆
そ
こ
で
産

ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
遺
伝
的
に
区
別
で
き
な
い
の
で
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
に
よ
る
判
別
は
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、
養
殖
環
境
の
違
い
に
由
来
す
る

微
量
元
素
の
組
成
や
、
化
学
物
質
の
分
析

に
よ
る
原
産
地
判
別
の
手
法
が
開
発
さ
れ

ま
し
た（
写
真
２
）。

微
量
元
素
分
析
と
は
、
食
品
中
の
多
数

の
金
属
元
素
を
分
析
し
、
そ
の
組
成
比
の

違
い
か
ら
生
育
環
境
を
推
定
し
よ
う
と
す

る
手
法
で
す
。
産
地
が
違
え
ば
、
土
壌
に

由
来
す
る
元
素
の
組
成
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
原
産
地
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
す
で
に
中
国
産
の
ネ
ギ
や
シ
イ
タ

ケ
な
ど
農
産
品
の
判
別
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

魚
類
の
筋
肉
や
耳
石
、
骨
、
貝
類
の
貝

殻
な
ど
の
元
素
組
成
は
、
環
境
水
の
水
質
、

土
壌
お
よ
び
飼
料
の
影
響
を
強
く
受
け
る

の
で
、
元
素
組
成
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ

産
地
偽
装
を
科
学
的
に
見
破
る

食
品
表
示
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
科
学
的
に
検
証
す
る
た
め
、
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
種
名
や
漁
獲
さ
れ
た
海
域
、
輸
入
食
品

の
場
合
は
原
産
国
を
推
定
す
る
技
術
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
水
産
加

工
品
は
、
国
内
外
で
漁
獲
さ
れ
た
生
物
種
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
漁

獲
さ
れ
た
地
域
が
異
な
れ
ば
、
原
料
と
な
る
魚
介
類
や
そ
の
品
質
が

異
な
る
例
も
多
く
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
を
科
学
的
に
判
別
す
る
こ
と

で
、
食
品
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。



図．DNA分析によるまぐろ類の判別.
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特集：水産物の安全と安心

り
、
原
産
地
を
推
定
す
る
手
法
が
研
究
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
蒲
焼
き
の
肉
間

骨
の
微
量
元
素
分
析
法
に
よ
っ
て
、
国
内

産
と
中
国
産
は
70
％
の
判
別
精
度
で
原
産

地
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
国
内
の
ウ
ナ
ギ
養
殖
で
は
ビ
タ

ミ
ン
Ｋ
３
が
飼
料
添
加
物
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
由
来
す
る
メ
ナ
キ
ノ

ン
―
3
と
い
う
物
質
が
ウ
ナ
ギ
に
含
ま
れ
て

い
れ
ば
、
国
産
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
一
方
、
台
湾
や
中
国
の
多
く
の

養
殖
場
で
は
、
日
本
と
違
い
屋
外
の
池
で

ウ
ナ
ギ
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
の
で
、
池
に

繁
殖
し
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
由
来
す

る
フ
ィ
ロ
キ
ノ
ン
や
長
鎖
メ
ナ
キ
ノ
ン
と

い
う
物
質
が
検
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
国

で
養
殖
さ
れ
た
ウ
ナ
ギ
か
、
日
本
で
養
殖

さ
れ
た
ウ
ナ
ギ
か
を
判
別
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
ぐ
ろ
類
の
例

ま
ぐ
ろ
類
は
日
本
近
海
で
漁

獲
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
遠

洋
漁
業
で
漁
獲
さ
れ
た
冷
凍
品
や

輸
入
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
由
来
の

も
の
が
流
通
し
て
い
ま
す（
写
真

3
）。
こ
れ
ら
は
魚
種
や
品
質
に

よ
っ
て
価
格
差
が
非
常
に
大
き
い

の
で
偽
装
さ
れ
る
可
能
性
が
高

く
、
判
別
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
ま
ぐ
ろ
類
の
う
ち
太
平

洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
大
西
洋
ク
ロ
マ

グ
ロ
、
ビ
ン
ナ
ガ
、
ミ
ナ
ミ
マ
グ

ロ
、
メ
バ
チ
お
よ
び
キ
ハ
ダ
が
重

要
種
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
Ｄ
Ｎ

Ａ
分
析
に
よ
っ
て
判
別
で
き
ま
す

（
図
）。
今
後
さ
ら
に
多
数
の
検

体
の
分
析
を
進
め
れ
ば
、
ま
ぐ
ろ
類
の
海
域

ご
と
の
差
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル
で
判
別
が

つ
く
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
解
析
に
よ
っ

て
種
を
同
定
す
る
手
法
も
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、缶
詰
、鰹
節
、す
り
身
、

練
り
製
品
な
ど
の
高
度
な
加
工
品
で
あ
っ

て
も
原
料
魚
種
の
判
別
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
後
の
展
開

当
セ
ン
タ
ー
は
、
公
的
機
関
か
ら
の
依

頼
に
よ
っ
て
、
原
料
生
物
種
、
原
産
地
、

品
質
な
ど
の
分
析
お
よ
び
鑑
定
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
原
料
が
未
知
の
試
料
の
場
合
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
分
析
し
て
、
国
際
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
照
合
し
て
生
物
種
を
同
定
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
種
判
別
の
基
準
と
な

る
デ
ー
タ
が
解
析
さ
れ
て
い
な
い
生
物
種

も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
流

通
量
の
多
い
生
物
種
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー
タ
を

十
分
解
析
し
、
簡
便
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
法
を

用
い
て
、
分
析
法
の
標
準
化
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
簡
易
分
析
キ
ッ
ト
な
ど

を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
コ
ス
ト

が
低
下
す
る
の
で
、
生
産
、
流
通
、
市
場

な
ど
に
お
け
る
品
質
管
理
手
法
と
し
て
、

ま
た
現
場
で
の
調
査
・
分
析
の
手
法
と
し

て
実
用
化
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。

水
産
加
工
品
や
生
鮮
魚
介
類
は
、
生
物

種
や
原
産
地
に
よ
っ
て
品
質
が
大
き
く
異

な
る
場
合
が
あ
り
、
価
格
に
も
反
映
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
食
品
の
品
質
や
機
能

性
成
分
、有
害
物
質
な
ど
の
化
学
成
分
デ
ー

タ
を
数
値
化
す
れ
ば
、
お
い
し
さ
や
食
べ

ご
ろ
、
健
康
機
能
性
、
安
全
性
リ
ス
ク
な

ど
の
品
質
に
関
す
る
産
地
ご
と
の
情
報
を

消
費
者
に
提
供
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

今
後
も
水
産
物
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
た
め
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
研
究
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
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ア
サ
リ
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
日

本
の
沿
岸
に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
食
材

と
し
て
活
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
潮
干

狩
り
を
通
じ
て
日
本
人
に
と
っ
て
な
じ
み

の
深
い
二
枚
貝
で
す
。

し
か
し
、
国
内
の
ア
サ
リ
生
産
量
は
、

１
９
８
３
年
の
約
16
万
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に

そ
の
後
は
減
少
を
続
け
、
最
新
の
統
計
で

は
約
3
万
5
千
ト
ン
（
２
０
０
６
年
）
と

ピ
ー
ク
時
の
22
％
程
度
ま
で
減
少
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
国
内
に
お
け
る

消
費
量
は
、
近
年
、
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
年
間
8
〜
10
万
ト
ン
前
後
で
す
。

そ
こ
で
不
足
分
を
補
う
た
め
に
90
年
前

後
か
ら
輸
入
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
図

１
）。
国
内
で
流
通
し
て
い
る

輸
入
ア
サ
リ
の
産
地
の
上
位

3
位
は
中
国
、
韓
国
、
北
朝

鮮
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々

で
全
体
の
輸
入
量
の
99
％
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

ア
サ
リ
の
産
地
問
題
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
04

年
こ
ろ
、
北
朝
鮮
か
ら
の
輸
入

が
大
部
分
を
占
め
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
場
で
北
朝
鮮
産
と
表
示
さ
れ
て

い
る
商
品
が
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
で
し
た
。
そ
の

後
、
北
朝
鮮
か
ら
の
ア
サ
リ
の
輸

入
は
政
治
的
な
理
由
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
08
年
に
な
っ

て
も
密
輸
さ
れ
て
中
国
産
と
し
て

販
売
さ
れ
て
い
る
事
例
が
摘
発
さ

れ
る
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
産
地
表

示
の
問
題
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
問
題
以
降
、
消
費
者

の
ア
サ
リ
産
地
に
対
す
る
疑
念
が

払ふ
っ
し
ょ
く
拭
さ
れ
な
い
た
め
か
、
ア
サ
リ

の
消
費
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ア
サ
リ
の
遺
伝
子
解
析
に
よ

る
産
地
判
別
技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
、

こ
れ
ま
で
に
民
間
会
社
と
共
同
で
中
国
産

と
国
内
産
の
迅
速
判
別
法
を
開
発
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
国
内
の
産
地

を
判
別
す
る
技
術
も
確
立
し
ま
し
た
。
こ

の
技
術
を
利
用
し
た
判
別
の
一
例
を
図
2

に
示
し
ま
す
が
、
例
え
ば
、
国
内
で
も
北

海
道
、
本
州
、
九
州
産
の
ア
サ
リ
の
識
別

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
有
明
海

な
ど
で
採
取
し
た
稚
貝
を
本
州
に
放
流
し

た
場
合
な
ど
も
識
別
可
能
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
こ
の
国
内
産
地
の
判
別
の
精
度
を

さ
ら
に
高
め
る
試
み
を
進
め
て
お
り
、
瀬

戸
内
海
の
よ
う
な
海
域
単
位
で
は
、
さ
ら

に
詳
細
に
産
地
判
別
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
予
定
で
す
。

ア
サ
リ
漁
業
は
漁
船
や
特
殊
な
漁
具
を

必
要
と
し
な
い
の
で
、
高
齢
化
が
進
む
地

方
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
多
く

の
人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地ち

さ
き先

の
ア
サ
リ

を
保
全
し
、
そ
れ
を
大
切
に
漁
獲
す
る
と

い
う
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
サ
リ
の

出
身
地
を
明
ら
か
に
す
る
技
術
は
、
す
で

に
民
間
に
移
管
さ
れ
て
い
て
、
地
域
ア
サ

リ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

お
い
し
い
国
産
ア
サ
リ
を
食
卓
に
届
け
る

た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
サ
リ
の
出
身
地
を
調
べ
る
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近
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
水
産
物
が
輸
入

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
消
費
者
の
選
択

の
範
囲
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

選
択
肢
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
自
分
が

本
当
に
食
べ
た
い
も
の
、
食
べ
て
も
安

全
な
も
の
を
見
分
け
る
目
を
持
つ
こ
と

が
、
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

私
た
ち
の
食
卓
に
の
ぼ
る
サ
バ
に

は
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
日
本
列
島
周
辺

海
域
で
と
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
マ

サ
バ
と
、
ゴ
マ
サ
バ
の
２
種
が
あ
り
ま

す
。
外
国
産
の
も
の
は
、
塩
鯖
、
し
め

鯖
、
缶
詰
な
ど
の
加
工
品
と
し
て
出
回

る
こ
と
が
多
く
、
丸
ご
と
の
魚
体
を
見

る
こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
産
、
オ
ラ
ン
ダ
産
や
、
昨
今

増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
北
米
産
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど

が
通
称
ノ
ル
ウ
ェ
ー
サ
バ
と
呼
ば
れ
る

タ
イ
セ
イ
ヨ
ウ
サ
バ
で
す
。

こ
れ
ら
の
さ
ば
類
を
見
分
け
る
に

は
、
皮
の
紋
様
の
特
徴
を
見
る
の
が
最

も
簡
単
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
お

お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
サ
バ
：
魚
体
の
背
部
に
青
黒
い
や
や

不
鮮
明
な
波
状
の
紋
様
が
あ
り
、
横
腹

に
は
ゴ
マ
サ
バ
に
あ
る
よ
う
な
連
続
し

た
黒
い
小
斑
点
は
な
い
。
ゴ
マ
サ
バ
に

比
べ
て
魚
体
は
平
た
い
。
旬
は
秋
口
か

ら
2
月
こ
ろ
。

ゴ
マ
サ
バ
：
魚
体
の
背
部
に
青
黒
い
マ

サ
バ
よ
り
も
複
雑
な
波
状
の
紋
様
が
あ

り
、
横
腹
に
は
連
続
し
た
黒
い
小
斑
点

が
あ
る
。
マ
サ
バ
に
比
べ
て
魚
体
は
丸

み
を
帯
び
て
い
る
。
旬
は
夏
場
。

タ
イ
セ
イ
ヨ
ウ
サ
バ
：
魚
体
の
背
部
に

青
黒
い
鮮
明
な
「
く
」
の
字
に
似
た
紋

様
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、
国
産
の
マ
サ

バ
と
の
ち
が
い
は
一
目
で
分
か
る
。
マ

サ
バ
と
同
様
、横
腹
に
小
斑
点
は
な
い
。

脂
の
乗
り
が
よ
く
、
国
産
の
さ
ば
類
と

同
様
に
塩
焼
き
、
味
噌
煮
な
ど
に
し
て

も
美
味
。

さ
ば
類
は
「
サ
バ
の
生
き
腐
れ
」
と

言
わ
れ
る
く
ら
い
鮮
度
落
ち
が
早
い
た

め
、
こ
れ
ま
で
一
部
地
域
を
除
い
て
あ

ま
り
刺
身
で
は
食
べ
ず
、「
し
め
鯖
」

の
よ
う
に
酢
で
し
め
た
り
、
味
噌
煮
や

竜
田
揚
げ
な
ど
の
よ
う
に
加
熱
し
た
り

し
て
食
べ
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新

鮮
な
さ
ば
類
を
安
全
に
、
も
っ
と
お
い

し
く
食
べ
て
も
ら
う
た
め
、
漁
獲
直
後

の
マ
サ
バ
と
ゴ
マ
サ
バ
を
生
き
た
ま
ま

凍
結
し
、
マ
イ
ナ
ス
50
℃
で
24
時
間
以

上
保
冷
し
た
高
鮮
度
の
「
沖
締
め
凍
結

サ
バ
」
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
こ
の
凍

結
サ
バ
は
刺
身
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が

一
番
の
特
徴
で
す
が
、
面
白
い
こ
と
に

こ
の
刺
身
で
は
、
一
般
に
お
い
し
い
と

言
わ
れ
る
マ
サ
バ
よ
り
も
、
ゴ
マ
サ
バ

の
方
が
「
お
い
し
い
」
と
評
価
す
る
人

が
多
い
の
で
す
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
が

漁
獲
し
た
海
域
で
は
、
マ
サ
バ
よ
り
暖

水
系
の
ゴ
マ
サ
バ
の
脂
乗
り
が
良
い
か

ら
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
機

会
が
あ
れ
ば
〝
味
の
違
い
〞
を
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

食
卓
の
サ
バ
の
見
分
け
方

マサバ

ゴマサバ

タイセイヨウサバ
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魚
介
類
の
自
然
毒

「
毒
」
に
は「
テ
ロ
」
や「
暗
殺
」
な
ど

陰
惨
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
っ
て
お
り
、

あ
ま
り
か
か
わ
り
た
く
な
い
も
の
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
植
物
や
動
物
に
は
、
毒
を

持
つ
も
の
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
ま

す
。「
自
然
毒
」と
は
生
物
に
よ
り
作
ら
れ

る
毒
の
総
称
で
、
ヘ
ビ
毒
、
ハ
チ
毒
、
ク

ラ
ゲ
毒
、
貝
毒
、
フ
グ
毒
、
シ
ガ
テ
ラ
魚

毒
な
ど
多
種
多
様
な
毒
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
ヘ
ビ
毒
や
ハ
チ
毒
な
ど
は
、

餌
と
な
る
生
物
を
殺
傷
し
捕
食
を
容
易
に

し
、
外
敵
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
備
わ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
多
く
は
、
毒
を
保
有
す
る
動

物
に
よ
り
生
産
さ
れ
る
不
安
定
な
タ
ン
パ

ク
あ
る
い
は
ペ
プ
チ
ド
毒
で
す
。
一
方
、

貝
毒
、
フ
グ
毒
、
シ
ガ
テ
ラ
魚
毒
な
ど
の

魚
介
類
毒
の
多
く
は
、
魚
介
類
が
作
る
毒

で
は
な
く
、
有
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
に

よ
り
作
ら
れ
る
毒
で
す
。
そ
し
て
、
二
枚

貝
や
魚
が
餌
と
し
て
有
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

な
ど
を
食
べ
た
結
果
、
毒
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
す（
図
１
）。

さ
て
、
自
然
界
の
物
質
は
水
素（
Ｈ
）、

酸
素（
Ｏ
）、
炭
素（
Ｃ
）な
ど
の
元
素
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
水
は

水
素
２
つ
と
酸
素
１
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
Ｈ
２
Ｏ
と
表
記
し
ま
す
。
こ
う
し

た
化
学
的
な
構
造
の
点
か
ら
考
え
る
と
、

魚
介
類
毒
は
不
思
議
と
複
雑
な
も
の
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で
す（
図
２
）。
こ
う
し
た

魚
介
類
毒
の
化
学
構
造
の
多
く
は
日
本
の

科
学
者
に
よ
り
解
明
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

魚
食
文
化
を
誇
る
わ
が
国
の
学
術
的
偉
業

の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

魚
介
類
毒
に
よ
る
食
中
毒
は
、
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
な
ど
微
生
物
に
よ
る
食
中
毒
が

加
熱
な
ど
の
処
理
で
防
止
で
き
る
の
と
は

異
な
り
、
加
熱
な
ど
の
調
理
で
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
熱
処
理
に
対
し
て

安
定
な
毒
が
多
い
か
ら
で
す
。
わ
が
国
の

食
中
毒
で
は
、
発
生
件
数
お
よ
び
患
者
数

で
細
菌
性
の
食
中
毒
が
全
体
の
大
半
を
占

め
て
お
り
、
フ
グ
毒
や
貝
毒
な
ど
の
自
然

毒
に
よ
る
食
中
毒
は
1
割
以
下
で
す
。
し

か
し
死
者
数
で
は
、
フ
グ
中
毒
が
大
半
を

図1．有毒プランクトンなどによる魚介類の毒化．

有毒プランクトンなど

草食性小魚
肉食性魚

二枚貝

有毒プランクトンなどを
食べて魚介類が毒を持つ

自
然
毒
に
よ
る
魚
介
類
食
中
毒
と
対
策

　
　
　
　
　

―
貝
毒
の
新
し
い
検
査
手
法
―

貝
毒
や
フ
グ
毒
な
ど
の
魚
介
類
毒
は
、
複
雑
な
化
学
構
造
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
自
然
科
学
の
分
野
に

お
い
て
も
独
特
な
研
究
領
域
の
一
つ
で
す
。
日
本
は
魚
介
類
毒
の
研
究
で
は
多
く
の
優
れ
た
成
果
を
あ
げ

て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
生
産
者
や
流
通
関
係
者
の
努
力
で
、
世
界
に
誇
る
べ
き
貝
毒
の
監
視
体
制
を
構

築
し
て
い
ま
す
。
こ
の
監
視
体
制
に
よ
り
、
市
場
に
流
通
し
た
二
枚
貝
に
よ
る
食
中
毒
は
起
き
て
い
ま
せ

ん
。
近
年
、
新
し
い
貝
毒
の
検
査
法
が
次
々
と
開
発
さ
れ
、
よ
り
安
全
で
緻
密
な
貝
毒
監
視
体
制
の
構
築

に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

図2．下痢性貝毒ジノフィシストキシン１と水の分子構造．

ジノフィシストキシン１  C45H70O13 水  H2O 
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占
め
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

そ
こ
で
フ
グ
に
つ
い
て
の
問
題

で
す
。
以
下
の
説
明
に
は
一
つ
だ

け
正
解
が
あ
り
ま
す
。
じ
っ
く
り

と
読
ん
で
正
解
を
考
え
て
く
だ
さ

い
。

【
1
】フ
グ
に
は
毒
が
あ
る
の
で
、
絶
対

に
食
べ
て
は
い
け
な
い
。

【
2
】フ
グ
に
は
毒
が
あ
る
が
、
美
味
な

る
故
に
命
を
賭
け
る
覚
悟
が
あ
れ
ば
自

己
責
任
で
食
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
認

め
ら
れ
て
い
る
。

【
3
】
フ
グ
に
は
毒
が
あ
る
が
、
検
査

キ
ッ
ト
な
ど
で
毒
を
持
っ
て
い
な
い
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
誰
で

も
調
理
し
て
食
べ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

【
4
】フ
グ
に
は
毒
が
あ
る
が
、
専
門
の

調
理
師
資
格
を
持
っ
た
人
が
調
理
し
た

フ
グ
料
理
で
あ
れ
ば
、
食
べ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。

【
5
】フ
グ
に
は
毒
が
あ
る
が
、
フ
グ
調

理
の
十
分
な
経
験
と
自
信
が
あ
れ
ば
調

理
し
て
食
べ
て
も
良
い
。
こ
の
場
合
、

親
族
も
含
め
他
人
に
勧
め
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
正
解
は
？

１
９
８
３
年
の
旧
厚
生
省
通

知
に
よ
り
、
食
用
に
供
す
る
こ

と
の
で
き
る
フ
グ
は
日
本
沿
岸

域
、
渤ぼ

っ
か
い海

、
黄
海
お
よ
び
東
シ

ナ
海
で
捕
獲
さ
れ
た
も
の
に
限

ら
れ
、
ま
た
、
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
種
類
と
部
位
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
種
類
や
部

位
を
食
べ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
フ
グ
を
食
べ
る
た
め
の
調
理
は

都
道
府
県
が
定
め
る
フ
グ
調
理
師
資
格
が

な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
と
矛
盾

し
な
い
解
答
を
探
す
と
正
解
は【
4
】と
な

り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
フ
グ
に
よ
る
中
毒

は
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
フ
グ
毒
に
関

す
る
正
確
な
知
識
の
欠
如
が
悲
劇
を
も
た

ら
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

貝
毒
の
新
し
い
検
査
手
法

わ
が
国
で
は
麻
痺
性
貝
毒
と
下
痢
性

貝
毒
に
よ
る
二
枚
貝
の
毒
化
が
頻
発
し

て
い
ま
す
が
、
二
枚
貝
の
監
視
体
制
が

１
９
７
０
年
代
後
半
に
整
備
さ
れ
て
以
来
、

流
通
し
た
二
枚
貝
に
よ
る
食
中
毒
事
件
は

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
毒
の
正
体
や
毒
を

生
産
す
る
有
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
科
学
者

の
努
力
に
よ
り
解
明
さ
れ
、
こ
の
成
果
を

行
政
や
生
産
者
が
有
効
に
利
用
し
た
結
果
、

現
在
、
わ
が
国
は
世
界
に
誇
る
貝
毒
監
視

体
制
を
整
備
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

魚
介
類
毒
の
検
査
の
多
く
は
、
マ
ウ
ス

と
呼
ば
れ
る
小
動
物
の
お
な
か
に
魚
介
類

の
抽
出
液
を
投
与
し
、
マ
ウ
ス
の
生
死
や

死
亡
時
間
で
毒
力
を
判
定
す
る
マ
ウ
ス
毒

性
試
験
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
マ
ウ
ス
毒
性
試
験
は
①
毒
が
入
っ

て
い
な
く
て
も
マ
ウ
ス
が
死
ぬ
こ
と
が
あ

る（
擬
陽
性
）②
毒
力
を
正
確
に
測
定
で
き

な
い
③
生
き
た
動
物
を
検
査
に
利
用
す
る

と
い
う
倫
理
的
な
問
題
、
な
ど
い
く
つ
か

の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
近
年
、
マ
ウ
ス
毒
性
試
験
に

代
わ
り
う
る
検
査
法
の
開
発
が
世
界
中
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
図
３

は
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

が
開
発
し
た
液
体
ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
／
質
量
分
析
法

に
よ
る
下
痢
性
貝
毒
の
検
査

デ
ー
タ
で
す
。
こ
の
方
法
で
、

マ
ウ
ス
毒
性
試
験
で
は
検
査

で
き
な
い
微
量
の
毒
で
も
見

逃
す
こ
と
な
く
検
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
マ
ウ
ス
毒
性

試
験
で
は
ど
の
よ
う
な
毒
が

ど
の
程
度
含
ま
れ
て
い
る
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
の
方
法
で
は
ピ
ー
ク

（
山
）の
種
類
と
高
さ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

毒
が
ど
の
程
度
含
ま
れ
て
い
る
か
を
正
確

に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
開
発
し
た
こ
の
方
法
は
、

昨
年
、
韓
国
で
国
が
定
め
た
検
査
法
と
し

て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
簡
便
な

貝
毒
検
査
法
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
開
発
し
た
検
査
法
の
一
部
は
貝
毒
簡

易
測
定
キ
ッ
ト
と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
検
査
法
を
的
確
に
利
用
す

れ
ば
、
よ
り
緻ち

み
つ密

で
安
全
な
監
視
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
水
産
物
の
安
全

性
確
保
の
お
手
本
に
す
る
こ
と
も
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

図３．質量分析法による貝毒の検査データ.
（DTX1などは毒の種類を示す）
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図1．カキの主な栄養素．

“海のミルク”
３大栄養素＋ビタミンやミネラルを
豊富に含む完全食品

タンパク質、炭水化物（グリコーゲン）、ビタミン類
不飽和脂肪酸（EPA、DHA）、ミネラル、遊離アミノ酸、
タウリン、低脂肪（ダイエット食品）など

生でも加熱でも咀嚼しやすく、
高齢者にも食べやすい健康食品
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貝
類
養
殖
に
お
け
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
問
題
と
対
策

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と
感
染
性
胃
腸
炎

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
１
９
６
８
年
に
米

国
オ
ハ
イ
オ
州
ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
小
学
校

で
発
生
し
た
集
団
感
染
で
発
見
さ
れ
た
ウ

イ
ル
ス
で
す
。
当
初
は
電
子
顕
微
鏡（
写

真
１
）
で
の
特
徴
か
ら
小
型
球
形
ウ

イ
ル
ス（Sm

all Round Structured 
V
irus

：
Ｓ
Ｒ
Ｓ
Ｖ
）
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、
２
０
０
２
年
8
月
に

ノ
ー
ウ
ォ
ー
ク（N
orw
alk

）か
ら
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス（N
orovirus

）
と
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
国
内
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
食
中
毒
患
者
は
公
式
に
報

告
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
年
間
数
万
人

に
お
よ
び
、
ビ
ブ
リ
オ
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
中
毒
な
ど
と
比
較
し
て
も
格
段
に

患
者
数
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
社
会

的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
に
感
染
す

る
伝
染
性
の
病
原
体
で
す
。
他
の
ほ
と
ん

ど
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
一
度
環
境
中
に
放
出

さ
れ
れ
ば
速
や
か
に
活
性
を
失
っ
た
り
分

解
さ
れ
た
り
す
る
の
に
対
し
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
の
場
合
は
患
者
か
ら
排
泄
さ
れ
た
後
も
下

水
な
ど
を
通
じ
て
環
境
中
に
放
出
さ
れ
、
河

川
や
海
水
を
汚
染
し
、
そ
の
ご
く
一
部
が
カ

キ
な
ど
の
二
枚
貝
に
蓄
積
し
て
問
題
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
だ
け
長
い
距
離
を
海
ま
で
流
さ

れ
、
そ
れ
で
も
な
お
活
性
を
持
っ
た
ま
ま
の

ウ
イ
ル
ス
も
珍
し
い
と
言
え
ま
す
。

カ
キ
は
汚
染
源
で
は
な
く
被
害
者

カ
キ
の
生
食
に
よ
る
強
烈
な
胃
腸
炎
は

古
く
か
ら
知
ら
れ
、「
生
カ
キ
＝
あ
た
る
」

と
い
う
固
定
概
念
が
染
み
つ
い
て
い
ま
す
。

01
年
こ
ろ
ま
で
は
マ
ガ
キ
な
ど
の
二
枚
貝

が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
約
50
％
を
占

め
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
数
％
ま
で
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
カ
キ
の
出
荷

管
理
の
充
実
や
消
費
者
の
衛
生
意
識
の
向

上（
加
熱
調
理
の
徹
底
）
が
関
連
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
カ
キ
の
主
要
産
地
で
あ

る
広
島
県
や
宮
城
県
、
岩
手
県
な
ど
で
は
、

漁
業
者
が
自
主
的
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
検

査
を
行
っ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

九
州
地
区
で
は
道
路
沿
い
に
焼
ガ
キ
を

食
べ
さ
せ
る
店
が
並
ぶ「
カ
キ
焼
海
道
」な

ど
も
あ
り
、
週
末
に
は
多
く
の
行
楽
客
が

冬
の
風
物
詩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
カ
キ

は
、〝
海
の
ミ
ル
ク
〞と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
、

３
大
栄
養
素
と
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を

豊
富
に
含
む
優
良
食
品
で
す（
図
１
）。
適

切
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
肝
機
能
の
向
上

貝
類
養
殖
に
お
け
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
問
題
は
食
品
衛
生
上
の
問
題

の
み
な
ら
ず
、
風
評
被
害
な
ど
を
通
じ
て
貝
類
養
殖
を
振
興
す
る
う

え
で
最
大
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
貝
類
養
殖
場

に
お
け
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
問
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
最
新
の
知
見

を
紹
介
し
ま
す
。

写真1．ノロウイルスの電子顕微鏡写真
（約10,000倍）．

広島県立総合技術研究所 保健環境
センター　福田 伸治博士提供

写真2．カキ焼でにぎわう様子（長崎県諫早市）．
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図2．西日本の河口域における降雨量，海水中ノロウイルス
検出状況，ノロウイルスの患者数の発生期．

写真3．カキの養殖場．
上：弁天島（広島市南区似島沖）
下：長浜（広島県江田島市）．
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特集：水産物の安全と安心

や
血
圧
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
抑
制
に
も

効
果
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
報
道

が
繰
り
返
さ
れ
る
度
に
カ
キ
の
風
評
被
害

が
絶
え
ま
せ
ん
。
新
鮮
な
カ
キ
の
体
内
に

は
食
あ
た
り
を
引
き
起
こ
す
成
分
は
も
と

も
と
存
在
せ
ず
、
ま
た
殻
付
き
で
も
む
き

身
の
状
態
で
も
カ
キ
は
海
水
中
で
数
日
以

上
生
き
続
け
て
お
り
、
冷
蔵
下
で
の
鮮
度

管
理
は
比
較
的
容
易
で
す
。
新
鮮
な
カ
キ

は
基
本
的
に
安
全
と
言
え
ま
す
。カ
キ
だ
っ

て
好
き
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
込
ん
で

い
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
一
方
的
に
犯
人

扱
い
さ
れ
る
の
は
不
本
意
で
し
ょ
う
。

カ
キ
に
よ
る
食
中
毒
は
古
く
か
ら
ビ
ブ

リ
オ
や
大
腸
菌
な
ど
細
菌
性
の
も
の
が
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
カ
キ
を

滅
菌
海
水
で
24
時
間
以
上
飼
育
す
る
と
ほ

と
ん
ど
除
去
さ
れ
ま
す
。
現
在
生
食
用
と

し
て
流
通
し
て
い
る
カ
キ
は
、
す
べ
て
こ

れ
ら
の
浄
化
処
理
が
施
さ
れ
た
も
の
、
あ

る
い
は
細
菌
性
の
病
原
体
が
存
在
し
な
い

海
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か

し
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
一
度
カ
キ
の
体
内

に
入
り
込
む
と
容
易
に
排
出
さ
れ
な
い
こ

と
、
陸
上
か
ら
海
に
流
れ
込
む
の
が
カ
キ

の
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
冬
場
が
中
心
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
生
食
用
カ
キ
を
生

産
す
る
上
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
最
大

の
問
題
で
す
。

環
境
中
に
お
け
る
動
態

一
般
的
に
カ
キ
の
体
内
に
お
い
て
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
が
自
己
増
殖
す
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
そ
の
対
策
は
生

産
現
場
で
汚
染
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
陸
域
か
ら
放
出
さ

れ
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
、
海
域
に
生
息
す

る
二
枚
貝
に
、
い
つ
、
ど
の
く
ら
い
、
ど

う
い
う
形
態
で
到
達
し
て
汚
染
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
動
態

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
最
大
の
原
因
と
し
て
、

環
境
水
中
へ
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
放
出
さ
れ

る
段
階
で
、
現
在
の
技
術
で
は
検
出
で
き

な
い
レ
ベ
ル
ま
で
希
釈
・
分
解
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
海
水

中
で
は
濃
度
が
低
く
、
か
つ
ウ
イ
ル
ス
の

濃
縮
・
回
収
・
検
出
を
妨
げ
る
さ
ま
ざ
ま

な
塩
類
や
浮
遊
物
を
多
く
含
み
、
検
出
は

技
術
的
に
困
難
で
す
。
こ
の
た
め
、
海
水

中
か
ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
キ
に
お
い
て
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
が
先
に
検
出
さ
れ
る
と
い
う
逆

転
現
象
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
高
度
化

事
業「
マ
ガ
キ
の
生
産
段
階
に
お
け
る
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
・
リ
ス
ク
低
減
に
関
す
る
研

究（
06
〜
08
年
）」
に
お
い
て
、
カ
キ
漁
場

の
海
水
1
リ
ッ
ト
ル
か
ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

を
効
率
的
に
検
出
す
る
手
法
を
開
発
し
、

海
水
中
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
な
ど
を
行
い
ま
し
た（
図
２
）。
そ
の
結

果
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
カ
キ
の
餌
と
な
る

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
は
ほ
と
ん
ど
付
着
し
て

お
ら
ず
、
汚
染
の
進
行
は
緩
や
か
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
海
面
近
く

に
偏
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
今
後
、
デ
ー
タ
を
さ
ら
に
蓄

積
し
、
漁
場
で
の
汚
染
防
止
策
を
確
立
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



危
害
分
析

1
重
要
管
理
点
の
設
定

2 ゆ
で
が
に
の
場
合
で
は
…

食
中
毒
の
発
生
さ
せ
る

危
害
と
は
何
か
？

危
害（
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
）を
排
除
す
る
た
め
に
は
？

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

正
し
い
煮
沸

管
理
基
準
の
設
定

3殺
菌
に
必
要
な
加
熱
温
度
と

時
間
な
ど
を
決
め
る
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よ
り
安
全
な
食
品
を
つ
く
る
に
は

現
代
社
会
で
は
、
し
ば
し
ば
食
品
は
大

量
生
産
さ
れ
、
短
時
間
の
う
ち
に
全
国
レ

ベ
ル
で
流
通
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
全

性
に
問
題
が
あ
る
製
品
が
生
産
さ
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
以
前
よ
り
も
大
規
模
な
食

中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
食
中

毒
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

開
発
さ
れ
た
衛
生
管
理
方
式
が
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
で
す
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、H

azard 
A
nalysis Critical Control Point

の

頭
文
字
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
呼
び
名
で
、

も
と
も
と
は
ア
メ
リ
カ
で
宇
宙
食
の
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
衛
生

管
理
手
法
で
す（
写
真
1
）。

旧
来
の
衛
生
管
理
手
法
は
、
最
終
製
品

の
抜
き
取
り
検
査
で
安
全
性
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
は
す
べ
て

の
製
品
の
安
全
性
を
保
証
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
一
方
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
簡
単

に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
食
品
の
安
全
性
を

守
る
た
め
に
絶
対
手
抜
き
し
て
は
い
け
な

い
工
程（
例
え
ば
加
熱
殺
菌
）に
つ
い
て
、

絶
対
に
決
め
た
基
準
を
守
る
（
例
え
ば
殺

菌
温
度
と
時
間
）
と
い
う
姿
勢
と
そ
の
実

行
に
よ
っ
て
、安
全
な
食
品
を
製
造
す
る
、

と
い
う
方
式
で
す
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
基
本

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
は
基
本
的
に
、

た
っ
た
7
つ
の
原
則
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
7
原
則
を
「
ゆ
で
が
に
」
製
造

を
仮
想
的
な
例
と
し
て
説
明
し
て
み
ま

し
ょ
う（
下
図
参
照
）。「
ゆ
で
が
に
」は
、

原
料
入
荷
↓
洗
浄
↓
煮
沸
↓
冷
却
↓
出
荷

と
い
っ
た
5
つ
の
工
程
を
経
て
製
造
さ
れ

ま
す
。

原
則
1
の
「
危
害
分
析
」
と
は
、「
ゆ

で
が
に
」
に
お
い
て
食
中
毒
を
発
生
さ

せ
る
よ
う
な
危
害
と
は
何
か
？
を
考
え
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る
こ
と
で
す
。
沿
岸
域

に
は
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
（
写
真
２
）
と
い
う

食
中
毒
細
菌
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
原
料
の
か
に
は
こ
の
菌
に

汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

実
際
に
「
ゆ
で
が
に
」
を
食
べ
た
人
に
、

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
腸
炎
ビ
ブ

リ
オ
が
「
ゆ
で
が
に
」
に
お
け
る
危
害
の

ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

原
則
2
の
「
重
要
管
理
点
の
決
定
」
と

は
、
こ
の
危
害
を
排
除
す
る
た
め
に
、
ど

大
量
生
産
と
流
通
の
拡
大
と
高
速
化
が
進
む
今
日
、
食
品
製
造
に
お

け
る
不
適
切
な
衛
生
管
理
は
大
規
模
な
食
中
毒
事
故
を
発
生
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
食
品
企
業
が
導
入
を
進
め
て
い

る
の
が
、
宇
宙
食
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）

と
い
う
手
法
で
す
。

安
全
な
食
品
生
産
と
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ写真1．NASAの宇宙飛行士用アイスクリーム．



監
視
方
法
の
設
定

4
殺
菌
に
必
要
な
加
熱
温
度
と
時
間

な
ど
の
監
視
方
法
を
決
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る

改
善
措
置
の
設
定

5
管
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基
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外
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場
合
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検
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方
法
の
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定

6
Ｈ
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Ｐ
が
有
効
に

働
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か
確
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記
録
の
維
持
管
理
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す
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て
記
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お
く
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の
工
程
が
重
要
か
を
決
定
す
る
こ
と
で

す
。
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
加
熱
に
よ
っ
て
容

易
に
死
滅
す
る
の
で
、
煮
沸
工
程
で
こ
の

細
菌
を
殺
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
言
い
換

え
れ
ば
、
煮
沸
工
程
が
い
い
加
減
で
あ
れ

ば
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
を
殺
菌
で
き
ず
、
結

果
と
し
て
こ
の
食
品
の
安
全
性
を
保
つ
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
煮
沸
工
程
が
安

全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
管
理
点
と

な
り
ま
す
。

次
に
原
則
3
の
「
管
理
基
準
の
設
定
」

と
は
、
重
要
管
理
点
で
行
う
作
業
の
基
準

を
決
め
て
お
く
こ
と
で
、「
ゆ
で
が
に
」

の
場
合
、
殺
菌
に
必
要
な
加
熱
温
度
と
時

間
と
な
り
ま
す
。

原
則
4
の「
監
視
方
法
の
設
定
」と
は
、

管
理
基
準
（
こ
こ
で
は
温
度
と
時
間
）
を

ど
う
や
っ
て
監
視
す
る
か
を
決
め
て
お
く

こ
と
。
例
え
ば
、
作
業
員
が
温
度
計
と
時

計
を
5
分
ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
っ

た
こ
と
で
す
。

原
則
5
「
改
善
措
置
の
設
定
」
は
、
管

理
基
準
を
外
れ
た
場
合
に
ど
う
す
る
の
か

を
事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
。

原
則
6
「
検
証
方
法
の
設
定
」
は
、
立

案
し
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
が
有
効
に
働
く
か
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
。

原
則
7
「
記
録
の
維
持
管
理
」
は
、
す

べ
て
の
記
録
を
き
ち
ん
と
残
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
7
原
則
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
基
本

概
念
で
す
。
多
く
の
食
品
は
複
数
の
原
料

に
よ
り
製
造
さ
れ
る
の
で
、
危
害
（
食
中

毒
菌
な
ど
）
の
種
類
が
増
え
、
そ
れ
に
応

じ
て
重
要
管
理
点
、
監
視
対
象
、
記
録
な

ど
が
増
加
し
て
テ
ク
ニ
カ
ル
な
煩
雑
さ
が

増
し
ま
す
が
、
基
本
は
な
ん
ら
変
わ
り
ま

せ
ん
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
世
界
標
準
に

ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
諸
国
は
Ｏオ

ー

１
５
７
な

ど
の
新
興
食
中
毒
細
菌
の
出
現
や
輸
入
食

品
の
増
大
に
対
し
、
食
品
の
安
全
性
を
よ

り
強
化
す
る
た
め
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
日

本
で
も
「
総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程
」
と

し
て
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
概
念
が
導
入
さ
れ
、

対
象
食
品
と
し
て
乳
製
品
や
魚
肉
ね
り
製

品
な
ど
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
下
で
、
現
在
８
０
０
を
超

え
る
施
設
（
う
ち
水
産
物
は
24
施
設
）
が

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
を
導
入
し
た
製
造
方
法

の
認
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。「
総
合
衛

生
管
理
製
造
過
程
」
の
場
合
、
そ
の
導
入

は
自
主
的
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
Ｅ

Ｕ
で
は
水
産
物
製
造
に
お
け
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
適
用
は
必
須
で
、
さ
ら
に
国
内
製
造
は

も
と
よ
り
輸
入
水
産
物
に
も
適
用
さ
れ
ま

す
。従
っ
て
日
本
か
ら
の
輸
出
水
産
物
は
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
管
理
で
製

造
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
こ
れ
ら
の
輸
出
水
産
物
の
製
造
に
つ
い

て
は
、
相
手
国
政
府
に
代
わ
っ
て
厚
生
労

働
省
が
加
工
施
設
に
関
す
る
認
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
１
０
０
を
超
え
る
輸
出

水
産
物
製
造
施
設
が
こ
の
認
定
を
受
け
、

冷
凍
ホ
タ
テ
、
か
ま
ぼ
こ
や
塩
辛
な
ど
多

種
多
様
な
水
産
物
を
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
に

輸
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
民
間
機
関
で
も
大
日
本
水
産
会
が

同
様
の
輸
出
水
産
物
に
か
か
わ
る
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
を
実
施
し
て
い
ま
す（
図
）。

こ
こ
で
は
輸
出
水
産
物
に
加
え
、
国
内
流

通
水
産
物
の
製
造
施
設
へ
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

導
入
の
認
定
も
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
１
８
０
近
く
の
水
産
物
製
造
施
設
が

こ
の
認
定
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

食
品
の
流
通
は
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
一
途
を
た
ど
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
安

全
管
理
シ
ス
テ
ム
の
世
界
標
準
化
へ
の
要

請
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
国

連
機
関
の
Ｆ
Ａ
Ｏ（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）

と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
の
合
同
委

員
会
で
あ
る
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
も
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
方
式
の
導
入
を
各
国
に
向
け
て
勧
告
し

て
い
ま
す
。
水
産
物
の
安
全
性
を
高
め
、

商
品
と
し
て
の
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た

め
に
も
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
の
普
及
を
よ

り
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特集：水産物の安全と安心

図．水産加工施設のHACCP認定機
関である大日本水産会が認定工場
に使用を許可しているマーク．
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ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
は

「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？ 

ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
食

の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
を
主
目
的

と
し
、
農
林
水
産
物
が
生
産
者
か
ら
加

工
、
流
通
を
経
て
消
費
者
へ
届
く
ま
で

の
各
段
階
で
の
情
報
を
、
必
要
な
時
に

順
を
追
っ
て
確
認
で
き
る
し
く
み
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
、
す
で
に
多

く
の
食
品
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
や
汚
染
米

の
問
題
が
起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
、
牛
肉

や
米
に
お
い
て
導
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
水
産
物
で
は
導
入

を
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
は
な
く
、
カ

キ
な
ど
一
部
の
水
産
物
に
お
い
て
自
主

的
に
導
入
し
た
例
が
あ
る
の
み
で
す
。

近
年
、
産
地
偽
装
や
食
中
毒
な
ど
安

全
性
が
問
題
と
な
る
事
件
が
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
水
産
物
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
必
要
性
が
増
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
導
入
に
は
高
額
な

費
用
や
多
大
な
労
力
が
必
要
に
な
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
「
日

本
型
水
産
業
に
対
応
し
た
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
」
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
、
実
際
に
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
実
施
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
魚
で
は
し
ば
し
ば
産
地
偽

装
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
安
全
・
安
心
の
保
証
と
と
も
に

産
地
証
明
に
も
な
り
ま
す
。
ご
ん
あ
じ

（
写
真
１
）
は
長
崎
県
五
島
灘
に
生
息
す

る
マ
ア
ジ
の
こ
と
で
、
腹
部
が
黄
金
色

に
輝
く
こ
と
が
そ
の
名
前
の
由
来
で
す
。

新
三
重
漁
協
（
長
崎
市
）
で
は
２
５
０
グ

ラ
ム
以
上
を
「
ご
ん
あ
じ
」
と
呼
ん
で
い

て
、
漁
獲
後
、
一
定
期
間
、
餌
を
与
え

ず
に
飼
っ
て
か
ら
出
荷
し
ま
す
。
脂
肪

分
が
魚
体
全
体
に
ま
わ
り
お
い
し
く
な

る
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
す
。

ご
ん
あ
じ
な
ど
の
鮮
魚
の
場
合
は
漁

獲
か
ら
出
荷
ま
で
短
時
間
で
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
水
揚
げ
や
出
荷
日
を
示
す

こ
と
で
、
偽
装
か
ら
の
回
避
が
可
能
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
実
証
す
る
た

め
に
、
新
三
重
漁
協
に
お
い
て
、
ご
ん

あ
じ
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
試
行
を
行

い
ま
し
た
。

鮮
魚
に
情
報
を
示
す
ラ
ベ
ル
を
ど
の

よ
う
に
つ
け
る
か
が
最
初
の
課
題
で
し

た
が
、
検
討
を
重
ね
、
商
品
番
号
と
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
タ
グ
に
印
字
し
、
こ
れ
を

魚
の
頭
に
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
写
真
２
）。
こ
の
番
号
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
使
っ
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
参
照
す
る
と
、
タ

グ
が
付
い
て
い
る
あ
じ
が
ど
こ
で
ど
う

我
が
国
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

食
卓
に
安
心
を
届
け
る

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

消
費
者
に
安
全
・
安
心
な
情
報
を
伝
え
、
生
産
者
に
情
報
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
可
能
な
し
く
み
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
は
水
産

物
に
お
い
て
も
導
入
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
導
入
に

際
し
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
試
行
し
、
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

鮮
魚
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム



トレーサビリティラベル付き折、塩水うにの販売
（小樽市　O.M.T.本間水産）

小樽産塩水うにの
QRコード

小樽産うに折りのQRコード

写真3．小樽で実施したトレーサビリティの導入試験．
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や
っ
て
と
ら
れ
、
ど
う
管
理
・
運
搬
さ

れ
て
売
り
場
に
並
ん
だ
の
か
が
分
か
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

タ
グ
付
き
の
ご
ん
あ
じ
は
、
高
島
屋

二
子
玉
川
店
で
長
崎
フ
ェ
ア
実
施
期
間

に
合
わ
せ
て
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き
の
配
布
も
行

い
、
後
日
24
通
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
が

届
き
ま
し
た
。
消
費
者
の
購
入
の
様
子

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
か
ら
、
食
の
安

全
・
安
心
と
高
品
質
へ
の
関
心
が
高
い

こ
と
が
伺
え
ま
し
た
が
、
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
そ
の
も
の
を
知
ら
な
い
消
費
者

も
多
い
と
い
う
の
も
現
状
で
し
た（
図
）。

う
に
（
生
う
に
）
は
現
在
、
国
内
流
通

量
の
60
％
以
上
が
輸
入
品
で
、
産
地
偽

装
に
対
す
る
対
策
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

生
も
の
な
の
で
、
食
中
毒
の
発
生
に
は

厳
重
な
対
策
と
迅
速
な
対
応
が
必
須
と

な
り
ま
す
。
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
導

入
す
れ
ば
、
生
産
者
情
報
、
加
工
流
通

情
報
、
販
売
情
報
な
ど
の
各
情
報
を
一

度
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
産
地
の

証
明
と
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
迅
速
な
対

応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
小
樽
産
お
よ
び
散ち

り
っ
ぷ布

産
う
に

を
対
象
と
し
て
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

の
導
入
試
験
を
行
い
ま
し
た（
写
真
３
）。

そ
の
結
果
、
手
作
業
も
多
く
、
速
や

か
な
処
理
が
求
め
ら
れ
る
現
場
で
は
、

入
荷
出
荷
の
時
間
の
記
録
や
ネ
ッ
ト
上

の
シ
ス
テ
ム
入
力
に
手
間
と
時
間
が
か

か
る
こ
と
が
導
入
を
困
難
に
し
て
い
る

大
き
な
原
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
一
方
、「
我
が
国
初
の
う

に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
導
入

実
施
」
と
い
う
こ
と
で
小
樽
産
う
に
の
宣

伝
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
の
確
保
を
目
的
と
し
た

鮮
魚
と
う
に
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
試

行
を
行
い
、
消
費
者
の
安
全
・
安
心
へ

の
関
心
が
高
い
こ
と
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
が
安
全
・
安
心
お
よ
び

ブ
ラ
ン
ド
（
産
地
）
保
証
の
た
め
の
ツ
ー

ル
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
導
入
に
際
し
て
は
、
作
業
の
簡

素
化
な
ど
改
良
す
べ
き
点
も
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
輸
入
品
が
増
え

る
中
で
、
国
産
な
ら
で
は
の
高
い
品
質

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
ど
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
で
消
費
者
へ
伝
え
る
か
に
つ

い
て
も
今
後
の
研
究
課
題
で
す
。

う
に
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

図．ごんあじトレーサビリティアンケート結果．

回答数 24通（女性 21、男性 3）

Q2. 食の安全・安心に
興味がありますか？

トレーサビリティシステム
をご存じでしたか？

履歴がわかる鮮魚を
どう思いますか？

トレーサビリティシステム
導入により価格が上昇する
ことも考えられますが、
どうお考えですか？

Q1. 

非常に興味がある
ちょっと興味がある
興味がない

83%

17%

50%

25% 25%

Q4. Q3. 

52%48%
100%

安全・安心である
購入したくなる
何とも思わない

多少高くてもかまわない
買わない

内容を知っている
言葉は聞いたことがある
知らない
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ア
レ
ル
ギ
ー
と
の
違
い

ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
、体
内
に
ア
レ
ル
ギ
ー

物
質
と
呼
ば
れ
る
異
物
が
侵
入
し
、
そ
れ

に
対
抗
す
る
免
疫
反
応
が
過
剰
に
起
こ
る

現
象
で
す
。
免
疫
反
応
に
よ
っ
て
体
内
に

ヒ
ス
タ
ミ
ン
な
ど
の
化
学
伝
達
物
質
が
作

ら
れ
て
、
そ
れ
が
自
分
自
身
を
傷
つ
け
て

し
ま
う
た
め
、
炎
症
を
起
こ
し
、
か
ゆ
み

や
発
赤
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

こ
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
大
量
に
含
ま
れ
て

い
る
食
物
を
食
べ
る
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
と

同
じ
よ
う
な
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ

が
ア
レ
ル
ギ
ー
様
食
中
毒
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
す
。
症
状
は
似
て
い
ま
す
が
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
は
魚
介
類
が
ど
ん
な
に
新
鮮

で
ヒ
ス
タ
ミ
ン
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
な
く

て
も
、
原
因
物
質
を
許
容
量
以
上
食
べ
る

と
症
状
が
出
る
の
に
対
し
、
こ
の
食
中
毒

は
、
魚
介
類
が
新
鮮
で
あ
れ
ば
起
こ
ら
な

い
と
こ
ろ
が
大
き
な
違
い
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
様
食
中
毒
の
原
因
物
質
で

あ
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
、
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で

あ
る
ヒ
ス
チ
ジ
ン
が
、
微
生
物
に
よ
り
変
換

さ
れ
て
生
じ
る
化
合
物
で
す
。
水
産
物
の
な

か
で
も
さ
ば
類
や
ま
ぐ
ろ
類
な
ど
の
赤
身

魚
は
ヒ
ス
チ
ジ
ン
を
大
量
に
含
む
た
め
、
鮮

度
が
悪
く
な
っ
て
微
生
物
の
作
用
を
受
け

る
と
、ヒ
ス
タ
ミ
ン
を
大
量
に
蓄
積
し
ま
す
。

水
産
物
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
の
原
因
と

な
る
の
は
主
に
腸
内
細
菌
、
海
洋
細
菌（
写

真
１
）
お
よ
び
乳
酸
菌
で
、
こ
れ
ら
を
ま
と

め
て
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌
と
呼
び
ま
す
。
鮮

魚
で
は
温
度
管
理
が
悪
い
と
筋
肉
組
織
が

速
や
か
に
崩
壊
し
、
体
表
や
腸
内
の
細
菌
が

侵
入
し
ま
す
。
通
常
は
腐
敗
菌
も
ヒ
ス
タ
ミ

ン
生
成
菌
と
と
も
に
侵
入
し
て
腐
敗
臭
を

発
す
る
た
め
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
の
蓄
積
が
起
こ

る
よ
り
早
く
食
用
に
適
さ
な
い
と
判
断
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌
の

み
が
増
殖
で
き
る
特
殊
な
環
境
が
そ
ろ
う

と
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
見
え
て
も
ヒ
ス
タ

ミ
ン
を
大
量
に
蓄
積
し
て
い
る
状
態
に
な

り
、
食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
魚
醤
油
な
ど
の
発
酵
食

品
で
は
、
発
酵
に
使
わ
れ
る
好
塩
性
の
乳

酸
菌（
写
真
２
）
が
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
す
る
に
は
？

鮮
魚
は
水
揚
げ
後
か
ら
魚
体
や
環
境
中

に
あ
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌
に
よ
り
汚
染

さ
れ
る
た
め
、
魚
体
か
ら
生
成
菌
を
除
く

の
は
困
難
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
食
中
毒

防
止
の
3
原
則「
付
け
な
い
」「
増
や
さ

な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」（
図
）を
実
践
す

る
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。
購
入
し
た
水

産
物
は
衛
生
状
態
の
悪
い
と
こ
ろ
に
放
置

し
な
い「
付
け
な
い
」、
速
や
か
に
冷
蔵
庫

に
入
れ
る「
増
や
さ
な
い
」、
鮮
度
が
や
や

落
ち
た
と
思
っ
た
ら
加
熱
調
理
す
る「
や
っ

つ
け
る
」
こ
と
が
大
事
で
す
。
発
酵
食
品

で
は
発
酵
過
程
で
ヒ
ス
タ
ミ
ン
の
蓄
積
が

起
こ
る
た
め
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
生
成
菌
の
増

殖
を
妨
げ
る
別
の
細
菌
を
植
え
付
け
る
な

ど
の
防
止
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
産
物
の
ア
レ
ル
ギ
ー
様よ

う

食
中
毒
を
防
ぐ

ヒ
ス
タ
ミ
ン
は
ど
う
や
っ
て

作
ら
れ
る
の
か

写真2．好塩性乳酸菌．
　　　Tetragenococcus halophilus．

写真1．海洋性ヒスタミン生成菌．
　　　Photobacterium damselae．

食
中
毒
菌
を
付
け
な
い

十分な加熱調理
調理は迅速に
冷蔵保存

ヒト・食品・器具
の清潔保持

123 食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い

食
中
毒
菌
を
や
っ
つ
け
る

図．食中毒防止の3原則．



エビと鯛．
鯛にはDHA，コラーゲン，アスタキサンチンなどが，エビ
にはタウリン，アスタキサンチンなどが入っています．

マス釣りデビュー．丹沢にて．

成分 含まれる水産物 期待される機能
DHA 魚介類全般（特にマグロなど） 脳機能改善

EPA 魚介類全般（特にイワシなど） 高脂血症改善

タウリン イカ、タコ、エビ、貝類など コレステロール代謝改善

ペプチド イワシなどから作られる 血圧降下

ミネラル 骨、海藻 カルシウム・鉄源

ビタミン マグロ：ビタミンD
海　苔：ビタミンB12 カルシウム吸収、貧血改善

アスタキサンチン サケ、カニ、エビ 抗酸化能

表．水産物に含まれる健康によい成分．
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皆
さ
ん
、
水
産
物
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
い
ま
す
か
？ 

ど
ん
な
魚
介
が
好
き

で
す
か
？ 
マ
グ
ロ
、 

カ
ニ
、 

そ
れ
と
も

ホ
タ
テ
？

ち
な
み
に
私
は
鯖
の
塩
焼
き
が
も
っ

と
も
好
き
で
す
。
水
産
物
っ
て
お
い
し

い
で
す
よ
ね
。お
い
し
い
だ
け
で
な
く
、

健
康
に
よ
い
成
分
が
た
く
さ
ん
入
っ
て

い
る
ん
で
す
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
タ

ウ
リ
ン
な
ど
は
有
名
で
す
ね
。
そ
の
他

に
も
ペ
プ
チ
ド
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ

ン
・
・
・
・
・
・
ま
だ
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す（
表
）。
マ
グ
ロ
に
は
学
習
能
力
や

記
憶
力
が
高
ま
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
が
、
サ
バ
に

は
血
液
を
さ
ら
さ
ら

に
す
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
、
イ

カ
、
タ
コ
、
カ
ニ
に
は

肝
臓
の
働
き
を
助
け

る
タ
ウ
リ
ン
が
た
く

さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
も
、
水
産
物

の
健
康
機
能
性
に
対

す
る
注
目
度
が
増
し

て
い
ま
す
。

そ
ん
な
健
康
に
い

い
魚
介
は
、
日
本
型
食

生
活
の
基
盤
と
な
っ

て
い
ま
す
。
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
も
、

こ
れ
ら
の
健
康
に
よ

い
水
産
物
を
安
全
に
、

安
心
し
て
食
べ
る
た

め
の
研
究
と
と
も
に
、
血
圧
を
下
げ
る

成
分
の
研
究
な
ど
、
水
産
物
に
含
ま
れ

る
健
康
に
よ
い
成
分
に
関
す
る
研
究
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
の
成

果
は
社
会
に
還
元
し
、
日
本
型
食
生
活

の
普
及
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
健
康
に
よ
い
水
産
物
で
す

か
ら
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

こ
そ
た
く
さ
ん
食
べ
て
欲
し
い
で
す

ね
。
で
も
、
い
く
ら
魚
が
健
康
に
い
い

と
力
説
し
て
も
、
骨
を
嫌
う
な
ど
し
て

な
か
な
か
食
べ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
と
き
、
潮
干
狩
り
や
釣
り
な
ど
に
お

出
か
け
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？ 

自
分
で
と
っ
た
魚
な
ら

喜
ん
で
食
べ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
私
も

去
年
、
三
歳
に
な
る
息
子
を
マ
ス
釣
り

デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら

は
魚
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

健
康
に
よ
い
水
産
物

特集：水産物の安全と安心
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カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
、図
の
よ
う
に
、

日
本
沿
岸
域
か
ら
北
太
平
洋
を
中
心
と

し
て
分
布
し
て
い
ま
す
。
産
卵
は
ほ
ぼ

周
年
見
ら
れ
ま
す
が
、
産
卵
盛
期
は
太
平
洋
岸
で
4
〜

7
月
で
あ
り
、
西
日
本
で
産
卵
が
早
く
、
季
節
が
進
む

に
つ
れ
て
東
日
本
、
常
磐
、
三
陸
へ
と
移
っ
て
い
き
ま

す
。
分
布
域
も
春
か
ら
秋
に
か
け
て
北
上
し
、
9
〜
10

月
に
は
北
海
道
か
ら
千
島
列
島
ま
で
来
遊
し
、そ
の
後
、

南
下
し
ま
す
。
寿
命
は
大
部
分
が
2
歳
ま
で
で
、
一
部

は
3
歳
ま
で
生
き
残
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

卵
か
ら
ふ
化
し
た
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
仔
魚
は
15
日
で

体
長
1
セ
ン
チ
程
度
、
40
〜
50
日
で
体
長
3
セ
ン
チ
程

度
の
「
シ
ラ
ス
」
に
育
ち
ま
す
。
シ
ラ
ス
は
沿
岸
域
で

漁
獲
さ
れ
、
し
ら
す
干
し
や
畳
い
わ
し
と
し
て
盛
ん
に

利
用
さ
れ
ま
す
。
体
長
5
〜
12
セ
ン
チ
で
脂
の
少
な
い

も
の
は
煮
干
し
な
ど
に
加
工
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
体
長
8
〜
15
セ
ン
チ
の
脂
の
乗
っ
た
カ
タ
ク

チ
イ
ワ
シ
は
、
他
の
い
わ
し
類
に
比
べ
て
魚
体
が
小
さ

く
鮮
度
が
落
ち
や
す
い
た
め
、
も
っ
ぱ
ら
養
殖
の
餌
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
養
殖
餌
料
と
し
て
の
需
要

は
確
か
に
あ
る
も
の
の
、
人
が
食
べ
る
食
品
と
し
て
流

通
し
、
加
工
さ
れ
る
方
が
価
格
が
高
い
の
で
、
鮮
魚
や

加
工
食
品
と
し
て
利
用
で
き
る
量
を
増
や
す
こ
と
が
課

題
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
利
用
技
術
の

開
発
が
必
要
で
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
研
究
成

果
と
し
て
、
新
し
い
魚
体
処
理
機
の
開
発(

本
誌
28

ペ
ー
ジ
参
照
）や
、
頭
や
内
臓
を
取
ら
な
い
で
魚
体
を

丸
ご
と
す
り
身
に
す
る
技
術（
※
）を
開
発
し
ま
し
た
。

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
食
用
利
用
の
大
部
分
は
煮
干
し

で
す
が
、
そ
の
理
由
は
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
か
ら
は
う
ま

い
ダ
シ
が
取
れ
る
か
ら
で
す
。「
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
で

作
っ
た
つ
み
れ
汁
は
、
マ
イ
ワ
シ
や
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
で

作
っ
た
つ
み
れ
汁
と
比
べ
て
格
段
に
お
い
し
い
」
と
い

う
漁
師
の
声
も
聞
き
ま
す
。
今
回
は
材
料
が
シ
ン
プ
ル

で
、
す
ぐ
に
作
れ
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
つ
み
れ
汁
の

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

魚
を
お
ろ
す
時
に
気
に
な
る
の
が
、
ま
な
板
や
流
し

が
魚
臭
く
な
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
荷
物
ひ
も
を
用
い
て
、
簡
単
に
お
ろ
し
身
に
す
る

ピ
ー
ラ
ー
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。
研
究
所
の
一
般
公
開

で
子
ど
も
た
ち
に
人
気
で
し
た
の
で
、
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

カタクチイワシの味の良さを再確認！

超簡単な「シンプルつみれ汁」

に

乾杯

さ か な

第11回あんじいの

図．カタクチイワシ分布図．

太平洋

※特願 2008-86201号
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シンプルつみれ汁
あんじいレシピ

シンプルつみれ汁

●作り方

カタクチイワシは水洗いして、うろこを取り、右図を
参照しておろし身にする。

おろし身をまな板におき、包丁で荒たたきしてミンチ
肉にする。

ミンチ肉に、しょうが汁、片栗粉（または卵白）、塩
を加えて混ぜる。

鍋に水 (800cc) を入れて煮立ったら、ミンチ肉をス
プーンで団子状にととのえて入れ、つみれが浮いてき
て中まで火が通るまで加熱する。

アクを取り、よく煮込んだ後、うす口醤油、塩、和風
ダシで好みに調味し、一煮立ちさせる。

椀に盛りつけ、刻みネギを散らす。

4．

1．

2．

3．

・カタクチイワシおろ
し身 ..... 150g

( 魚 15 ～ 20 尾分 )

・しょうが汁 ..............
........小さじ 3 

・片栗粉 .....................
........小さじ 3 

（または卵白：小さじ
3）

・塩 ............................
....小さじ 1/2

・刻みネギ .................
...............適量

・塩、うす口醤油、和
風ダシ ....適宜

●材料（4人分）

・フードプロセッサーを使用しても良いが、包丁で
荒たたきした方が魚肉の食感が残る。

・つなぎとして片栗粉の代わりに卵白を使うと味が
マイルドになる。

5．

6．

エラの外側にプラスチックの荷物
ひもを刺し、そのまま引く。

＜ピーラー法＞

＊「つみれ」というのは「手で摘み入れる」の意

おろし身のできあ
がり！

（残りの片側も同
様に）
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加藤 修
KATO OSAMU

怪しい流れ者、大型クラゲにも
対馬暖流を探究した基礎力で勝負！

全国各地から地道に研究を行っている研究者やそれをサポートする職員を毎回ピックアッ
プしていくこのコーナー。連載第22回は、日本海区水産研究所の加藤修さんを紹介します。
加藤さんが担当している日本海は、浅いところには対馬暖流が流れ、深いところには日本海
固有の冷たい海水が分布するため、暖水性のマアジやブリ、スルメイカから冷水性のズワイ
ガニやマダラ、ハタハタなど多種類にわたる水産資源の宝庫です。しかし近年は海流に乗っ
て大型クラゲ（エチゼンクラゲ）も大量に現れ、漁業などに大きな被害をもたらしています。
加藤さんは、これまでの研究から得た対馬暖流の構造やそれが生物に与える影響についての
豊富な知見をいかし、海洋環境部長として大型クラゲの分布および出現予測に関する調査、
研究についても手腕を発揮しています。

日本海区水産研究所  日本海海洋環境部長　加
かとう

藤 修
おさむ

さん



日本周辺における夏季の対馬暖流の分布模式図．
大型クラゲはこれに乗って出現します．

黒潮

親潮W
C C

C
W

W対馬暖流
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この日は日本海区水産研究所も
大雪に埋もれていました．

中
里
：
こ
の
冬
、
日
本
海
側
は
例
年
に
な
い
雪
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
海
区
水
産
研
究
所（
以
下
、

日
水
研
）
が
あ
る
新
潟
市
で
も
26
年
ぶ
り
の
記
録
的

な
積
雪
で
す
。
さ
て
、
雪
が
多
い
の
も
困
り
も
の
で

す
が
、
日
本
海
周
辺
に
は
昨
年
７
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
大
型
ク
ラ
ゲ
も
近
年
最
大
級
に
多
く
出
現
し
、

漁
業
者
の
方
も
対
応
に
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

加
藤
：
そ
う
で
す
ね
。
昨
年
は
特
に
多
く
て
、
実
際

に
若
狭
湾
な
ど
で
は
大
型
ク
ラ
ゲ
が
定
置
網
に
入
り

操
業
が
で
き
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
底そ

こ
び曳

き
網

漁
船
な
ど
で
は
あ
ら
か
じ
め
操
業
場
所
を
変
え
た
り
、

改
良
漁
具
な
ど
を
利
用
し
た
り
し
て
、
な
ん
と
か
対

応
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

中
里
：
水
研
セ
ン
タ
ー
で
は
、
調
査
船
に
よ
る
デ
ー

タ
や
漁
業
者
の
方
か
ら
の
目
視
情
報
を
元
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
出
現
予
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
海
の
予
測
結
果
は
、
日
水
研
が
取
り
ま
と
め
て
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
対
応
が
早
く
で
き
た
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

加
藤
：
そ
う
だ
と
良
い

の
で
す
が
。
た
だ
、
太

平
洋
側
ま
で
あ
れ
ほ
ど

広
範
囲
に
出
現
す
る
こ

と
は
想
定
外
だ
っ
た
の

で
、
そ
の
点
は
今
後
の

課
題
で
す
。

中
里
：
大
型
ク
ラ
ゲ
と

の
つ
き
あ
い
は
い
つ
ご

ろ
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

加
藤
：
大
型
ク
ラ
ゲ
が

大
量
に
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
02
年
か
ら
で
す
ね
。

当
時
は
、
大
型
ク
ラ
ゲ
は
数
十
年
に
一
度
の
頻
度
で

大
量
出
現
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
次
の
年

に
は
出
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
03
年

に
も
大
量
出
現
と
な
っ
て
こ
れ
は
大
変
だ
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
農
林
水
産
省
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
緊

急
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

流
れ
を
調
べ
て
北
か
ら
南
へ

中
里
：
加
藤
さ
ん
は
特
に
ク
ラ
ゲ
の
専
門
家
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
対
馬
暖
流
の
流
れ
を
研
究
し
て
お

り
、
そ
の
基
礎
的
な
研
究
や
知
見
を
ベ
ー
ス
に
大
型

ク
ラ
ゲ
に
対
応
し
て
き
た
ん
で
す
よ
ね
。

加
藤
：
そ
の
通
り
で
す
。
以
前
に
配
属
さ
れ
て
い
た

下
関
市
に
あ
る
研
究
所
で
は
さ
ば
類
の
資
源
研
究
を

し
て
お
り
、
私
も
東
シ
ナ
海
北
部
か
ら
日
本
海
西
部

の
さ
ば
類
の
卵
稚
仔
の
分
布
状
況
と
海
洋
環
境
を
調

べ
る
た
め
、
漁
業
調
査
船
で
ネ
ッ
ト
を
曳
い
て
、
卵

や
仔
稚
魚
を
と
っ
た
り
、
水
温
や
塩
分
、
流
れ
を
測
っ

た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
対
馬
暖
流
の
構
造
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
が
私
の
研
究
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
な
り
、
下
関
に
い
た
時
は
対
馬
か

ら
若
狭
湾
ぐ
ら
い
の
範
囲
で
、
長
崎
で
は
調
査
海
域

を
南
に
拡
大
し
て
対
馬
暖
流
の
原
流
域
を
調
べ
ま
し

た
。
一
番
南
は
尖
閣
諸
島
の
近
く
ま
で
行
っ
て
、
間

近
に
魚
釣
島
も
見
ま
し
た
よ
。

中
里
：
調
査
研
究
手
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
？

加
藤
：
手
法
と
し
て
は
、
調
査
船
に
乗
っ
て
Ａ
Ｄ
Ｃ

Ｐ
と
い
う
船
底
か
ら
超
音
波
を
出
し
て
流
れ
を
測
定

す
る
装
置
を
使
い
、
対
馬
暖
流
の
流
路
や
強
さ
を
調

べ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
取
得
し
た
デ
ー
タ
か
ら
対
馬

暖
流
に
相
当
す
る
流
れ
の
成
分
を
取
り
出
す
た
め
に
、

同
じ
観
測
線
上
を
一
昼
夜
の
間
に
4
往
復
す
る
方
法

で
観
測
を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
船
に
強
く
な
い

の
で
乗
船
の
数
日
前
に
な
る
と
気
が
重
く
な
る
ん
で

す
よ
。
で
も
、
流
れ
の
分
布
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
海
域
に
船
で
出
向
い
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い

る
時
は
、
と
て
も
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

中
里
：
そ
れ
で
対
馬
暖
流
の
起
源
や
構
造
は
ど
れ
く

ら
い
分
か
っ
て
き
た
の
で
す
か
？

加
藤
：
以
前
は
黒
潮
の
一
部
が
枝
分
か
れ
し
て
日
本

海
に
入
っ
て
き
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
た
結
果
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

台
湾
海
峡
を
通
過
す
る
流
れ
な
ど
が
組
み
合
わ
さ
れ
た

も
の
が
対
馬
暖
流
と
な
り
、
日
本
海
に
流
入
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。



大型クラゲ．
大きいものは傘径が１.5メートル以上にもなります．
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中
里
：
現
在
大
型
ク
ラ
ゲ
に
は
海
洋
環
境
部
が
総
出

で
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
時
期
と
し
て

は
い
つ
ご
ろ
が
忙
し
い
で
す
か
？

加
藤
：
毎
年
６
月
か
ら
11
月
に
大
型
ク
ラ
ゲ
の
出

現
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施
し
ま
す

が
、
大
量
出
現
し
た
場
合
に
は
調
査
と
と
も
に
出

現
予
測
の
た
め
の
数
値
モ
デ
ル
計
算
の
実
施
、
プ

レ
ス
発
表
、
各
種
対
策
会
議
へ
の
出
席
な
ど
が
重

な
り
、
海
洋
環
境
部
の
メ
ン
バ
ー
は
非
常
に
忙
し

い
状
態
に
な
り
ま
す
。

中
里
：
大
型
ク
ラ
ゲ
は
ど
の
よ
う
に
東
シ
ナ
海
か
ら

日
本
海
へ
移
動
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？

加
藤
：
基
本
的
に
は
海
流
に
よ
っ
て
流
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
遊
泳
力
と
し
て
は
、
追
い
か
け

ら
れ
る
と
逃
げ
る
な
ど
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

出
現
予
測
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
考
慮
す
る
ほ
ど

で
は
な
い
と
み
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
最
近
大
型
ク
ラ

ゲ
の
鉛
直
移
動
が
注
目
さ
れ
て
い
て
、
一
昼
夜
の
間

で
分
布
深
度
が
変
化
し
て
い
る
例
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
モ
デ
ル
で
大
型
ク
ラ
ゲ
の
移
動
を
再
現
す
る

場
合
も
鉛
直
移
動
情
報
を
入
れ
な
い
と
実
際
の
分
布

と
は
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

中
里
：
ぷ
か
ぷ
か
浮
か
ん
だ
り
、
沈
ん
だ
り
す
る
の

で
す
ね
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？

加
藤
：
流
れ
だ
け
で
は
な
く
餌
や
海
水
の
密
度
分
布

な
ど
が
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
06
年
９

月
末
に
飛
行
機
で
大
型
ク
ラ
ゲ
の
目
視
調
査
を
実
施

す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
海
面
に
浮

い
て
い
る
も
の

が
非
常
に
多

か
っ
た
ん
で
す

よ
。
し
か
し
、

こ
こ
数
年
の
調

査
船
に
よ
る
分

布
調
査
に
よ
る

と
、
海
面
付
近

に
は
い
な
い
の

に
下
に
は
か
な

り
い
る
場
合
が

多
く
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

中
里
：
こ
こ

で
や
っ
て
い
る

調
査
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す

か
。

加
藤
：
一
つ
は
、
博
多
・
釜
山
間
を
運
航
し
て
い
る

国
際
フ
ェ
リ
ー
に
海
洋
環
境
部
の
メ
ン
バ
ー
が
６
月

か
ら
11
月
の
間
２
週
間
ご
と
に
交
代
で
乗
船
し
て
目

視
調
査
を
実
施
し
、
日
本
海
へ
の
大
型
ク
ラ
ゲ
の
流

入
状
況
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
沖
合
域
で
大
型
ク
ラ
ゲ
が
ど
の
よ

う
に
分
布
し
て
い
る
か
の
定
量
的
な
把
握
と
大
型
ク

ラ
ゲ
の
サ
イ
ズ
や
分
布
域
の
海
洋
環
境
に
つ
い
て
調

べ
て
い
ま
す
。
沿
岸
域
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
は
、

定
置
網
な
ど
に
入
る
量
や
目
視
情
報
な
ど
で
知
る
こ

と
が
可
能
で
す
が
、
沖
合
域
の
分
布
状
況
は
05
年
ま

で
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
06
年

か
ら
沖
合
域
に
お
い
て
、
調
査
船
で
大
型
ク
ラ
ゲ
採

取材：経営企画部広報室　中里 智子

かとう おさむ
1961年、大阪市生まれ。
1984年 3月京都大学農学部水産学科卒業後、水産庁西海区
水産研究所下関支所に配属。その後、同研究所海洋環境部（長
崎市）、東北区水産研究所（塩釜市）などを経て、2000年に
日本海区水産研究所（新潟市）に移動し、09年 4月から現職。
長崎の研究所にいたころは新潟の日本酒を飲むことが楽しみ
だったが、米どころ新潟にいる現在は焼酎を飲む方が多い。
ケヤキやセッコクなど盆栽を育てて眺めるのも好きとか。

降
っ
て
わ
い
た
大
型
ク
ラ
ゲ
へ
の
対
応
に

み
ん
な
四
苦
八
苦
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集
用
の
表
中
層
ト
ロ
ー
ル
ネ
ッ
ト
を
曳
い
て
ど
の
よ

う
に
分
布
し
て
い
る
か
の
情
報
収
集
を
始
め
ま
し
た
。

中
里
：
沖
合
域
と
沿
岸
域
で
ク
ラ
ゲ
の
大
き
さ
な
ど

に
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？

加
藤
：
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
隠お

き岐
の
北
西
沖
合

域
で
は
他
の
海
域
に
比
べ
る
と
大
き
な
個
体
が
採
集

さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
大
き
い

の
や
小
さ
い
の
が
混
在
し
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。

同
じ
時
期
で
も
大
き
い
も
の
が
多
い
海
域
と
か
小
さ

い
も
の
が
多
い
海
域
と
い
う
の
が
出
て
き
ま
す
。
そ

の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
、
例
え
ば
定
置
網
に
傘
径

30
セ
ン
チ
の
ク
ラ
ゲ
が
千
個
入
っ
て
い
る
場
合
と
１

メ
ー
ト
ル
の
ク
ラ
ゲ
が
千
個
で
は
被
害
状
況
も
ま
っ

た
く
違
っ
て
く
る
の
で
、
大
き
さ
も
考
慮
し
た
分
布

情
報
と
い
う
要
求
に
応
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

中
里
：
ク
ラ
ゲ
は
1
年
で
あ
ん
な
に
大
き
く
な
る
ん

で
す
ね
。

加
藤
：
そ
う
で
す
。
冬
に
な
る
と
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
11
月
は
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
す
が
12
月
に
な
る

と
減
り
始
め
て
１
月
に
な
る
と
か
な
り
減
っ
て
き
ま

す
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
低
温
耐
性
が
あ
る

の
か
も
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

中
里
：
大
量
発
生
す
る
原
因
や
場
所
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
？

加
藤
：
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
発
生
場
所

と
考
え
ら
れ
る
東
シ
ナ
海
北
部
か
ら
黄

海
の
中
国
お
よ
び
韓
国
水
域
を
調
べ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
中
国
や
韓
国
と

の
連
携
が
大
切
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

事
情
が
あ
っ
て
、
な
か
な
か
一
足
飛
び

に
は
進
み
ま
せ
ん
。
で
も
、
04
年
か
ら
毎

年
日
中
韓
で
大
型
ク
ラ
ゲ
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
研
究
情
報
を
交
換

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

中
里
：
大
型
ク
ラ
ゲ
の
調
査
だ
け
で
も

大
変
な
仕
事
で
す
が
、
こ
の
厄
介
者
を
退

治
し
て
、
こ
れ
か
ら
加
藤
さ
ん
が
進
め
て
い
き
た
い

研
究
の
方
向
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

加
藤
：
日
本
海
は
ス
ル
メ
イ
カ
や
ブ
リ
な
ど
の
浮
魚

類
だ
け
で
な
く
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
か
れ

い
類
、
ア
カ
ム
ツ（
の
ど
ぐ
ろ
）
な
ど
底
魚
類
で
重

要
な
魚
種
が
多
い
の
で
す
。
こ
れ
が
民
宿
で
出
さ
れ

た
り
し
て
観
光

資
源
と
な
る
の

で
地
域
経
済
に

と
っ
て
も
大
切

で
す
。
海
流
と

の
関
係
で
は
、

こ
れ
ま
で
表
層

の
調
査
研
究
に

つ
い
て
は
か
な

り
進
ん
で
い
ま

す
が
、
深
い
と

こ
ろ
が
調
べ
ら

れ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
の
で
、
底
魚
類
の
分
布
や

移
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
中
層

以
深
の
海
洋
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
海
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
研
究
の
重

要
性
が
最
近
高
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い

て
も
研
究
が
進
む
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

中
里
：
そ
う
で
す
ね
、
日
本
海
は
上
か
ら
下
ま
で
お

い
し
い
魚
介
類
が
ぎ
っ
し
り
な
の
で
、
と
て
も
期
待

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
っ
と
豊
か
な
日
本
海
に
す
る
た
め
に

お
手
伝
い
し
た
い

大型クラゲの沖合域分布調査（09年11月18日～30日）に
よるクラゲの入網個体数の例
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図1．有魚田と対照田の間で、ウキクサ類が水面を覆う割合を比較した．
フナの摂餌により，有魚田（写真左側矢印部分）では，ウキクサ類
の繁茂が抑制された．
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写真1．水研内のコンクリート実験地内で地元大学
生の協力を得て実施された田植えの様子．４
×９ｍの実験田を４面の実験池内に配置．
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昔
の
農
村
の
暮
ら
し
で
は
、
田
ん
ぼ

に
集
う
魚
介
は
貴
重
な
食
料
で
あ
り
、

魚
と
り
は
折
々
の
行
事
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
収
入
ア
ッ
プ

を
期
待
し
て
、
水
田
で
魚
を
育
て
る
慣

習
が
広
ま
っ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。
昔

な
が
ら
の
田
ん
ぼ
は
、
河
川
氾は

ん
ら
ん
げ
ん

濫
原

（
※
）
な
ど
の
一
時
的
水
域
に
依
存
す

る
水
草
や
小
魚
に
対
し
て
、
住す

み
か処
を
提

供
し
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
田
ん
ぼ

と
魚
の
取
り
合
わ
せ
は
、
人
が
氾
濫
原

に
田
ん
ぼ
を
築
く
以
前
の
情
景
を

再
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

す
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
か
つ

て
の
氾
濫
原
を
利
用
し
て
き
た
魚

た
ち
が
、
現
在
の
水
田
に
お
い
て

果
た
す
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。

フ
ナ
を
放
し
た
水
田（
有
魚
田
）

と
放
さ
な
い
水
田（
対
照
田
）を
実

験
池
の
中
に
設
け
て
、
田
ん
ぼ
に

出
現
す
る
生
き
物
の
動
向
を
追
跡

し
ま
し
た
。
魚
を
殺
さ
ず
に
お
く

た
め
に
農
薬
を
使
わ
な
い
こ
と
で
、
ウ

キ
ク
サ
類
や
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、
泥

の
中
に
棲す

む
昆
虫
や
イ
ト
ミ
ミ
ズ
類
に

侵
入
の
機
会
を
与
え
ま
す
。
こ
れ
ら
を

食
べ
て
育
つ
フ
ナ
は
、
排は

い
せ
つ泄

物
を
通
じ

て
、
肥
料
の
も
と
に
な
る
窒
素
化
合
物

を
水
の
中
に
添
加
し
ま
す
。
ま
た
、
水

の
攪か

く
は
ん拌

に
伴
う
濁
り
は
、
水
の
中
を
射

す
太
陽
光
を
遮
る
こ
と
で
雑
草
の
発
芽

を
抑
制
し
、
イ
ネ
に
十
分
な
養
分
が
い

き
わ
た
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
魚
が
い
る

水
田
で
は
好
条
件
が
用
意
さ
れ
、
魚
の

い
な
い
水
田
よ
り
も
、
多
く
の
米
が
収

穫
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。人

工
物
で
あ
る
田
ん
ぼ
に
フ
ナ
を

放
し
て
み
る
と
、
田
ん
ぼ
に
集
う
生
き

物
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
複
雑
に
な

り
、
自
然
の
姿
に
近
い
生
態
系
の
営
み

が
復
活
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
田
ん

ぼ
の
中
で
自
給
さ
れ
る
餌
だ
け
を
使
っ

て
、
出
荷
サ
イ
ズ
の
フ
ナ
を
養
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
破は

た
ん綻
の
な
い
生
態
系
の

存
在
が
不
可
欠
で
す
。
田
ん
ぼ
で
魚
を

飼
う
生
産
者
は
、
米
と
魚
の
両
方
か

ら
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
田

ぶ
な
の
小
売
値
は
１
８
０
０
円
／
㎏
）。

米
や
魚
を
購
入
す
る
消
費
者
は
、
食
の

安
心
・
安
全
が
保
証
さ
れ
、
地
域
の
食

文
化
も
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
環
境
は
、
人
の
手
が
加
わ
っ

た
自
然
の
中
に
生
物
多
様
性
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
全
な
生
態
系

が
人
間
に
与
え
て
く
れ
る
恵
み
を
実
現

す
る
稲
田
養
殖
は
、
先
人
達
の
知
恵
が

詰
ま
っ
た
、
多
様
な
効
果
が
期
待
で
き

る
水
産
技
術
な
の
で
す
。

田
ん
ぼ
で
フ
ナ
を
育
て
る
稲
田
養
殖

※
河
川
氾は

ん
ら
ん
げ
ん

濫
原
：
洪
水
な
ど
で
河
川
が
氾
濫
し
た

際
に
、
あ
ふ
れ
た
水
が
流
れ
る
範
囲
。
三
日
月

湖
や
湿
地
を
形
成
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
近
年

は
干
拓
や
河
川
改
修
な
ど
で
減
っ
て
い
る
。
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韓
国
の
刺
身
用
マ
グ
ロ
市
場
の
動
向

韓
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
刺
身
と
し

て
白
身
魚
が
多
く
消
費
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
船
内
に
超
低
温
の
冷
凍

庫
を
備
え
た
漁
船
に
よ
る
遠
洋
は
え

縄
漁
業
が
発
達
し
て
き
た
こ
と
に
伴

い
、
１
９
８
０
年
こ
ろ
か
ら
赤
身
の
冷

凍
マ
グ
ロ
が
刺
身
と
し
て
利
用
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
90
年
代
以
降
マ
グ
ロ
料
理

店
が
増
え
、
刺
身
用
マ
グ
ロ
の
消
費
量

が
増
加
し
て
い
ま
す（
写
真
）。
90
年
代

末
に
は
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
よ
り
い
っ

た
ん
減
少
し
ま
し
た
が
、
２
０
０
０

年
代
に
な
っ
て
再
び
消
費
が
増
え
て

き
ま
し
た
。「
３サ

ム

チ

ー

月
７
日
の
発
音
が

「
マチ

ャ
ム
チ
ー

グ
ロ
」の
発
音
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、２
０
０
５
年
に
は
３
月
７
日
を「
マ

グ
ロ
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
韓
国

で
の
消
費
の
変
化
は
日
本
に
も
影
響
を

与
え
る
た
め
、
韓
国
に
お
け
る
刺
身
用

マ
グ
ロ
市
場
の
動
向
を
調
べ
ま
し
た
。

韓
国
で
刺
身
用
と
し
て
使
わ
れ
る
ま

ぐ
ろ
類
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
他
に
メ
バ
チ

と
キ
ハ
ダ
で
す
。
消
費
量
は
メ
バ
チ
が
半

分
を
占
め
、
次
い
で
、
キ
ハ
ダ
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
、消
費
金
額
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
、メ
バ
チ
、

キ
ハ
ダ
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

遠
洋
は
え
縄
漁
業
で
は
、
主
に
メ

バ
チ
と
キ
ハ
ダ
が
漁
獲
さ
れ
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
は
あ
ま
り
漁
獲
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
メ
バ
チ
と
キ
ハ
ダ
は
価
格
が
低
下

し
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
な
ど
は
上
昇
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す（
図
１
）。

冷
凍
ま
ぐ
ろ
類
の
輸
入
量
は
、
08
年

に
は
メ
バ
チ
、
キ
ハ
ダ
、
ク
ロ
マ
グ
ロ

の
順
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
輸
出
量

は
、
漁
獲
量
に
比
例
し
て
キ
ハ
ダ
、
メ

バ
チ
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す

（
図
２
）。

２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
、脂
身（
ト

ロ
）
の
少
な
い
小
型
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
韓

国
近
海
で
主
に
ま
き
網
で
漁
獲
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
韓
国

で
は
大
ト
ロ
が
多
い
大
型
ク
ロ
マ
グ
ロ

に
嗜し

こ
う好
が
偏
っ
て
い
る
た
め
、
国
内
で

は
あ
ま
り
売
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
日
本

で
は
伝
統
的
に
小
型
か
ら
大
型
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
身
質
の
も
の
が
消
費
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ま
き
網
で
漁
獲
し
た

ク
ロ
マ
グ
ロ
が
08
年
に
は
生
鮮
に
よ
り

４
２
９
ト
ン
日
本
へ
輸
出
さ
れ
、
冷
凍

で
６
０
２
ト
ン
が
マ
ル
タ
や
日
本
へ
輸

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

韓
国
で
は
、
刺
身
用
の
ク
ロ
マ
グ
ロ

を
地
中
海
産
蓄
養
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
ほ
と

ん
ど
依
存
し
て
い
ま
す
が
、
地
中
海
産

の
水
揚
数
量
は
06
年
の
2
万
3
千
ト
ン

を
ピ
ー
ク
に
、
08
年
に
は
1
万
8
千
ト

ン
に
な
り
、
資
源
減
少
に
伴
う
漁
獲
量

規
制
で
さ
ら
に
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

韓
国
近
海
で
は
、
07
年
以
降
定
置
網
で

漁
獲
さ
れ
た
10
キ
ロ
前
後
の
ク
ロ
マ
グ

ロ
を
蓄
養
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

冬
期
の
水
温
が
低
い
た
め
大
量
生
産
で

き
る
見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
は
地
中
海
産
の
代
替
と
し
て
、
脂
身

の
多
い
日
本
産
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
輸

入
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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／
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キハダ

キハダ

クロマグロなど

クロマグロなど

図1．遠洋はえ縄漁業における主要なまぐろ類
の漁獲量（上）と価格の推移（下）．
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図2．韓国における主要なまぐろ類の
輸出入の推移．
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漁
師
が
と
っ
た
魚
が
、
市
場
で
は
値
段
が

つ
か
な
い
た
め
に
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
魚
の
多
く
は
カ
タ

ク
チ
イ
ワ
シ
の
よ
う
な
小
型
の
魚
で
す
。
小

型
魚
は
頭
と
内
臓
を
取
り
除
く
魚
体
処
理
に

労
力
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
、
加
工
現
場

で
は
利
用
し
に
く
い
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ

シ
の
有
効
利
用
を
進
め
る
た
め
、
魚
体
処
理

機
械
の
開
発
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
そ
の
成
果
と
し
て
、
頭
を
除
去
す
る

ヘ
ッ
ド
カ
ッ
タ
ー
と
内
臓
を
除
去
し
て
開
き

に
す
る
フ
ィ
レ
ー
マ
シ
ン
を
連
結
し
、
機
械

間
の
魚
の
搬
送
を
機
械
で
自
動
的
に
行
う
こ

と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
こ
の
ヘ
ッ
ド
カ
ッ

タ
ー
連
動
型
フ
ィ
レ
ー
マ
シ
ン
（
写
真
１
）

は
、加
工
場
で
の
人
件
費
と
時
間
を
節
約
し
、

小
型
魚
の
利
用
を
進
め
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
方
法
に
は
、
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
の
よ
う
な
円
筒
状
で
鱗

う
ろ
こ

が
取
れ

や
す
い
小
型
魚
は
搬
送
中
に
十
分
な
姿

勢
が
保
持
で
き
ず
、
回
転
し
て
背
腹
方

向
が
逆
向
き
に
な
っ
て
シ
ュ
ー
ト
に
落

下
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
魚
体
の
搬
送
を
バ
ー
コ
ン

ベ
ア
方
式
に
変
更
し
ま
し
た
。
バ
ー
コ

ン
ベ
ア
方
式
と
は
、
テ
ー
ブ
ル
上
面
に

供
給
さ
れ
た
魚
体
を
、
櫛く

し

型
の
搬
送
バ
ー
で

受
け
止
め
さ
せ
た
状
態
に
し
て
テ
ー
ブ
ル
上

を
滑
ら
せ
る
よ
う
に
押
し
進
め
な
が
ら
搬
送

さ
せ
る
方
法
で
す（
写
真
２
）。
頭
部
の
切
除

は
搬
送
途
中
に
設
置
し
た
ヘ
ッ
ド
カ
ッ
タ
ー

で
行
い
ま
す
。
頭
部
が
切
除
さ
れ
た
魚
体

は
そ
の
ま
ま
搬
送
バ
ー
で
押
し
進
め
ら
れ
、

テ
ー
ブ
ル

に
設
置
し

た
落
と
し

穴
の
よ
う

な
排
出
口
に
達
す
る
と
、
魚
体
を
そ
の
腹
部

側
か
ら
排
出
口
内
の
Ｖ
字
溝
に
落
と
し
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
）。
こ
の
状
態
で
Ｖ

字
溝
に
落
下
し
た
魚
体
は
正
常
な
姿
勢
を
保

持
し
た
ま
ま
フ
ィ
レ
ー
マ
シ
ン
側
に
導
入
す

る
こ
と
が
で
き
、
安
定
し
た
魚
体
処
理
が
行

え
ま
す（
写
真
３
）。

こ
の
装
置
は
、
２
０
１
０
年
2
月
に
開
催

さ
れ
た
第
７
回
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
大
阪
に
出
展
し
、

デ
モ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
を
得

ま
し
た
。
今
後
は

簡
易
型
の
頭
揃そ

ろ

え

機
も
取
り
付
け
て

魚
体
処
理
シ
ス
テ

ム
と
し
て
完
成
さ

せ
、
販
売
す
る
予

定
で
す
。

カタクチイワシを自動でドレスや開きにする「魚体搬送装置」
～練り製品やフライの量産を後押し～

▶特願2009-278447
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栃
木
県
中
禅
寺
湖
畔
の
中
央
水
産
研
究

所
日
光
庁
舎
（
内
水
面
研
究
部
）
で
昨
年

８
月
の
３
日
間
、
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
科

学
を
指
向
す
る
高
校
生
た
ち
が
、
先
端
研

究
施
設
で
先
進
的
科
学
技
術
を
体
験
す
る

合
宿
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
文
部
科
学
省
の

後
援
で
科
学
技
術
振
興
機
構
が
主
催
し
、

全
国
の
大
学
、
公
的
研
究
機
関
、
企
業
の

研
究
所
な
ど
を
会
場
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
こ
れ
ま
で
に
千
歳
、
横
須
賀
、
長

崎
な
ど
で
5
回
共
催
し
て
い
ま
す
。

初
日
、
全
国
か
ら
応
募
し
た
高
校
生
10

人
が
日
光
庁
舎
に
集
合
し
、
研
究
施
設
や

飼
育
実
験
地
の
見
学
と
研
究
者
3
人
か
ら

研
究
テ
ー
マ
の
紹
介
を
受
け
ま
し
た
。
2

日
目
は
キ
ャ
ン
プ
テ
ー
マ
の
本
題
に
移

り
、
地
獄
沢
渓
流
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
と
釣

り
に
よ
る
マ
ス
類
の
採
捕
や
、
ネ
ッ
ト
に

よ
る
水
生
昆
虫
の
採
集
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
採
集
し
た
生
物
の
種

名
を
調
べ
、
マ
ス
類
を
解
剖
し
て

胃
の
内
容
物
を
調
べ
ま
し
た
。
今

回
の
メ
イ
ン
講
義
「
マ
ス
類
研
究

か
ら
水
産
業
と
生
態
系
を
考
え

る
」
で
は
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
の
研
究
員
が
、
渓
流
釣
り
が

好
き
な
少
年
が
、
ど
う
や
っ
て
研

究
者
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
自
ら

の
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

3
日
目
は
前
日
採
集
し
た
5
種

の
マ
ス
類
の
遺
伝
子
解
析
と
、
研

究
施
設
内
の
渓
流
で
人
工
産
卵
床

の
造
成
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
は

実
習
成
果
を
3
グ
ル
ー
プ
（
地
獄

沢
の
生
物
、
遺
伝
子
解
析
、
人
工
産
卵
床

造
成
）
に
分
か
れ
て
ま
と
め
、
発
表
し
ま

し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
「
狭
い
地
獄

沢
で
国
内
移
入
種
2
種
と
国
外
移
入
種
3

種
が
混
在
し
て
、
か
つ
遺
伝
子
解
析
か
ら

イ
ワ
ナ
と
国
外
移
入
種
が
交
雑
し
て
い
る

ら
し
い
こ
と
に
驚
い
た
」「
自
然
の
な
か

で
生
物
に
触
れ
感
激
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
は
、
８
月
23
〜
24
日
に
横

浜
庁
舎
で
行
う
計
画
で
す
。
参
加
者
募
集

な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン

プ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「奥日光マス類の生態と遺伝的特性を
調べる」サイエンスキャンプを共催

写真1．地獄沢でのマス類採捕．

写真2．遺伝子解析グループの発表．
▶サイエンスキャンプのホームページ
　http://ppd.jsf.or.jp/camp/
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沖
縄
県
那
覇
市
の
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
海
邦

で
、
昨
年
12
月
15
日
〜
18
日
に
マ
リ
ン
ゲ

ノ
ミ
ク
ス
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン

生
誕
２
０
０
年
お
よ
び
「
種
の
起
源
」
出

版
１
５
０
年
を
記
念
し
て
、
国
立
遺
伝
学

研
究
所
が
主
催
、
沖
縄
科
学
技
術
研
究
基

盤
整
備
機
構
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
共
催
し
た
、
我
が
国
で
初
め
て
の

海
洋
ゲ
ノ
ム
研
究
に
つ
い
て
の
国
際
会
議

で
す
。

会
議
に
は
、
世
界
10
か
国
か
ら
こ
の
分

野
の
最
先
端
研
究
者
約
１
０
０
人
が
参
加

し
、
海
洋
生
物
の
ゲ
ノ
ム

研
究
に
つ
い
て
基
礎
か
ら

応
用
ま
で
に
わ
た
り
活
発

に
討
議
し
ま
し
た
。
16
日

に
は
、
地
元
の
行
政
機
関
、

大
学
、
企
業
、
一
般
市
民

な
ど
を
対
象
と
し
た
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
沖
縄
に

お
け
る
マ
リ
ン
ゲ
ノ
ム
の

展
望
」が
開
催
さ
れ
、
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
水
産
工
学

研
究
所
中
山
一
郎
部
長
が

「
ゲ
ノ
ム
研
究
は
水
産
研
究
に
何
を
も
た

ら
す
か―

沖
縄
の
水
産
業
へ
の
貢
献―

」

の
講
演
を
し
ま
し
た
。
ま
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
井
上
潔
理
事
が
参
加

し
、
新
興
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
近
く
海
洋
資

源
の
豊
富
な
沖
縄
に
お
い
て
今
後
養
殖
産

業
の
発
展
を
目
指
し
た
研
究
開
発
が
重
要

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
会
場
か
ら
も
熱

心
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

17
日
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
が
企
画
し
た

「
水
産
資
源
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
中
国
海
洋
大
張
全
啓
学
部

長
、
東
京
大
学
渡
部
終
五
教
授
、
北
海
道

大
学
荒
井
克
俊
教
授
の
他
、
当
セ
ン
タ
ー

か
ら
ク
ロ
マ
グ
ロ
や
安
全
・
安
心
な
ど
に

関
す
る
5
題
の
話
題
提
供
が
あ
り
、
海
洋

ゲ
ノ
ム
研
究
の
水
産
へ
の
応
用
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、

基
礎
分
野
の
海
洋
ゲ
ノ
ム
研
究
者
に
と
っ

て
は
、
水
産
は
一
つ
の
大
き
な
応
用
先
で

あ
る
た
め
、
興
味
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー

か
ら
18
題
の
発
表
が
あ
り
、
世
界
の
こ
の

分
野
の
研
究
者
に
存
在
を
大
き
く
示
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

マリンゲノミクス
国際シンポジウム報告

写真1．マリンゲノミクス国際シンポジウムの
ホームページ．

写真2．活発な議論が展開されたポスター
セッション．
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沖
縄
県
八
重
山
合
同
庁
舎
で
２
０
１
０
年
１
月
14
日
、

「
日
台
水
産
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

〜
黒
潮
源
流
域
に
お
け

る
水
産
業
及
び
水
産
研
究
の
現
状
〜
」
を
、
沖
縄
県
・
石

垣
市
と
の
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
台
湾
行
政
院
農
業
委
員
会
漁
業

署
の
沙し

ゃ

署
長
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
前
理
事
長

ほ
か
、
水
産
関
係
者
、
一
般
の
参
加
者
な
ど
、
約
１
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
台
湾
側
か
ら
台
湾
の
水
産
業
と
海
藻
養
殖
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
４
題
、
日
本
側
か
ら
は
、
沖
縄
県
、

琉
球
大
学
、
当
セ
ン
タ
ー
の
演
者
に
よ
り
沖
縄
県
の
水
産

業
と
養
殖
業
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
７
題
、
行
わ
れ
ま
し

た
。
総
合
討
論
で
は
、
今
後
の
日
台
間
で
の
研
究
交
流
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
資
源
管
理
分
野
で
交
流
を

よ
り
深
め
る
こ
と
や
、

ハ
タ
類
な
ど
の
養
殖

に
関
す
る
研
究
成
果

を
漁
業
者
に
普
及
さ

せ
る
こ
と
、
地
場
産

業
の
育
成
に
つ
な
げ

る
こ
と
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発

な
論
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
次
回
は
、
台

湾（
花か

れ
ん蓮

市
）で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

日台水産研究シンポジウム 
～黒潮源流域における水産業及び水産研
究の現状～ を開催しました

今
す
ぐ
役
立
つ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
養
殖
技
術
の
新
た
な
展
開
」の
紹
介

世
界
的
に
み
る

と
養
殖
生
産
量
は

近
年
急
速
に
増
え

て
お
り
、
今
後
も

更
に
増
え
続
け
る

と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
マ
グ
ロ
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
天
然
資
源
量
の
減
少
を
考
え
る
と
、
養
殖
生
産
の
重
要
性
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
反
し

て
我
が
国
の
養
殖
生
産
は
伸
び
悩
み
、
生
産
コ
ス
ト
の
増
大
、
魚
価

の
低
迷
、
病
気
や
赤
潮
に
よ
る
被
害
の
増
大
な
ど
い
く
つ
も
の
問
題

を
抱
え
、
産
業
と
し
て
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

養
殖
に
は
、
種
苗
生
産
か
ら
育
成
ま
で
の
魚
を
育
て
る
技
術
、
そ

れ
を
支
え
る
養
殖
施
設
開
発
な
ど
の
工
学
的
技
術
、
商
品（
養
殖
魚
）

の
加
工
・
流
通
、
さ
ら
に
は
経
営
戦
略
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が

か
か
わ
り
合
っ
て
い
ま
す
。
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ

ら
す
べ
て
の
分
野
で
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
付
加
価
値
向
上
を
目
指

し
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
研
究
技
術
開
発
成
果
を
整
理

し
、
い
ま
す
ぐ
役
立
つ
養
殖
技
術
か
ら
将
来
の
養
殖
産
業
を
支
え
る

革
新
的
技
術
ま
で
幅
広
く
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。
な
お
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
ご
希
望
の
方
に
お
配
り
し
て
い

ま
す（
＊
）。

日台双方の講演者と主な出席者．

＊パンフレットのお問い合わせ先＝水産総合研究センター養殖研究所業務推進部　電話：0599-66-1830

ト
ピ
ッ
ク
ス



3232vol.22  2010.4

発行時期：平成21年12月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ
掲載内容：平成21年度に実施した北太平洋のあかいか釣およ
び日本海のするめいか釣操業における LED水中灯利用に係る

調査結果についての速報（事業報告速報版）

*ホームページ掲載はしておりません

海洋水産資源開発ニュース
No.381

刊
行
物
報
告

Publication

3232

平成20年度海洋水産資源開発事業報告書No.7
( システム対応型：単船型まき網 )

発行時期：平成21年11月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ
掲載内容：平成20年度に実施した北太平洋海域における単船型まき網調査結果についての事業報告

*ホームページ掲載はしておりません

平成20年度海洋水産資源開発事業報告書No.1
( 資源対応型：遠洋まぐろはえなわ )

発行時期：平成21年11月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ
掲載内容：平成20年度に実施した太平洋中・東部海域における遠洋まぐろはえなわ調査
結果についての事業報告

*ホームページ掲載はしておりません

海洋水産資源開発ニュース　No.380

発行時期：平成21年10月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ
掲載内容：平成21年度に実施した北太平洋公海域のさんま漁場開発調査結果についての
速報（事業報告速報版）

*ホームページ掲載はしておりません

平成20年度海洋水産資源開発
事業報告書No.6
( 資源対応型：遠洋かつお釣 )

発行時期：平成21年11月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査グループ
掲載内容：平成20年度にに実施した太平洋中・西部海域にお
ける遠洋かつお釣調査結果についての事業報告

*ホームページ掲載はしておりません
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Publication

刊
行
物
報
告

発行時期：平成21年11月
問い合わせ先：開発調査センター開発業務課情報調査
グループ

掲載内容：平成21年度に実施した北太平洋西部海域に
おける近海はえなわ調査結果についての事業報告

*ホームページ掲載はしておりません

北の海から　第6号

発行時期：平成21年12月
問い合わせ先：北海道区水産研究所業務推進部業務推進課
掲載内容：「北光丸によるベーリング海のサケ資源調査」、
「マツカワ卵の質は取り巻く環境が決める」など

下記ホームページで全文が参照できます。

http://hnf.fra.affrc.go. jp/H-jouhou/news/

kankoubutsu/kitanoumikara06.pdf

平成20年度海洋水産資源開発事業報告書No.10
　( システム対応型：近海はえなわ )

おさかな瓦版　No.33

発行時期：平成22年2月
問い合わせ先：経営企画部広報室
掲載内容：シリーズ：沖縄のさかなたち「タイマイ」の紹介など

下記ホームページで全文が参照できます。

http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/letter/no33.pdf

33

潮音（しおね）　第3号

発行時期：平成21年10月
問い合わせ先：水産工学研究所業務推進部業務推進課
掲載内容：「水産工学研究所の組織改編とこれまでの
30年の歩み」、「平成21年度から開始した主要な研究

開発課題」などの紹介

下記ホームページで全文が参照できます。

http://nrife.fra.affrc.go.jp/reprint/shione/

shione_3.pdf

おさかな瓦版　No.32

発行時期：平成21年12月
問い合わせ先：経営企画部広報室
掲載内容：シリーズ：シリーズ：沖縄のさかなたち「ヒ
メフエダイ」の紹介など

下記ホームページで全文が参照できます。

http://www.fra.affrc.go.jp/bulletin/letter/no32.pdf
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アンケート結果

読者アンケートにご協力ありがとうございました

2010 年 1 月に刊行した 「FRANEWS」21 号（「特集：海老・蝦・エビ」）でアンケートをお願いし
たところ、2 月末現在までに 73 人の方々から回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。
以下に、いただいた意見の中から主なものを紹介します。

◇良かったと思われるページについて
『特集』は、「研究の進み方が分かり興味深い」「現場に密着している」「写真が多く掲載されてい
て読みやすかった」などの意見がありました。『人物往来』では、カツオ漁船の小型化による省エネの
取り組みを取り上げましたが、「取り組み方に好感が持てた」「カツオの資源や漁場の調査について
コツコツと努力している研究者がいることに驚いた」「漁船漁業が衰退していく中で勇気をもらった」
などの意見がありました。その他、『研究成果情報』の“中層水温図を活用したカツオの漁場探索”や
“三陸沖、リン酸塩濃度の長期変動研究”の内容についても関心が高かったようです。

◇もっと工夫が必要なページについて
21 号の表紙は“おせち”だったので、「料理本のような感じで、水研センターらしさがあまり感じ

られなかった」。『研究成果情報』は、「もっと深く知りたい場合もあるので、引用文献などを紹介・
記述して欲しい」などの意見がありました。

◇今後取り上げて欲しい研究分野や業務について
以下のとおり、たくさんの貴重なご意見をいただきました。
・世界各地で行われている栽培漁業や養殖業の取り組みについて
・マグロ養殖の現状を国内外問わず、今後の流れも含め「特集」で紹介して欲しい
・CO₂ 削減、地球温暖化問題と水産のかかわり方について
・水産物の消費拡大に関する研究について
・水研センターの研究成果がどのように実際の水産業の現場に生かされているのか
・都道府県水試や企業との共同研究について紹介して欲しい
・魚介類の陸上養殖技術について

読者の皆さまにいただいたこれらの意見を参考に、関心の高い研究開発の情報などを分かりやす
く、また親しみやすく伝えられるように努力していきます。
引き続き「FRANEWS」へのご意見を、メールや FAX でお寄せいただくようお願いいたします。

メール：fra-news-enq@ml.affrc.go.jp
F A X：045 - 227 - 2702

ご意見・ご感想をお寄せください。
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おさかな　チョット耳寄り情報

編
集
後
記

今
号
の
特
集
は
、「
水
産
物
の
安
全
と
安
心
」と
題
し
て
、
お
い
し

い
水
産
物
を
生
産
・
流
通
さ
せ
る
上
で
避
け
る
べ
き
リ
ス
ク
や
、
リ

ス
ク
を
避
け
る
た
め
の
方
法
に
関
す
る
研
究
開
発
と
、
そ
れ
ら
の
情

報
を
消
費
者
に
伝
え
る
た
め
の
研
究
開
発
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

２
０
０
５
年
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
、
売
っ
て
い
る
さ

か
な
の
表
示
は
そ
れ
ま
で
に
比
べ
て
詳
し
く
、
正
確
に
な
り
ま
し
た
。

将
来
的
に
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
も
も
っ
と
発
達
し
、
多
く
の

水
産
物
に
つ
い
て
、
と
れ
た
場
所
や
加
工
さ
れ
た
工
場
、
流
通
過
程

な
ど
の
情
報
が
簡
単
に
得
ら
れ
る
時
代
と
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
お
い
し
い
さ
か
な
を
食
べ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
だ
け
で

は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
で
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
と

れ
た
さ
か
な
が
お
い
し
い
の
か
、
ど
ん
な
餌
を
食
べ
て
、
ど
ん
な
環

境
で
育
っ
た
養
殖
魚
が
お
い
し
い
の
か
な
ど
、
提
供
す
る
側
が
こ
れ

ら
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
私
た
ち
消
費
者
も

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
し
、
よ
り
お
い
し
い
さ
か
な
を
食
べ
る
た

め
に
、
自
分
で
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

に
し
て
、
生
産
者
と
消
費
者
が
対
等
な
関
係
に
な
る
こ
と
が
、
ひ
い

て
は
食
の
安
全
と
安
心
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
手
助
け
と
な
る
よ
う

な
研
究
開
発
を
続
け
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
（
関
根 

信
太
郎
）

冷蔵・冷凍技術の進んだ現在の私たちは、いつでも鮮度の良い魚
を手に入れることが出来ます。しかし、太古の時代から人は魚の腐
敗を防ぐ技術を持っており、塩漬けや干物などを作っていました。
また、発酵を利用して食中毒の菌の繁殖を防ぐ飯

い ず し

寿司、糠
ぬか

漬
づ

けなど
もあります。発酵も腐敗も微生物によるものですが、実は区分ははっ
きりしていません。しいて言うなら人間に有益な菌によるものが発
酵、有害な菌によるものが腐敗と呼ばれています。
発酵以外にも、菌を利用している保存食に鰹節があります。製造
過程でカビが脂肪を分解することで酸化を防ぎ、風味が損なわれま
せん。カツオが鮮度低下によるアレルギー様食中毒を引き起こしや
すいことを知っていた昔の人は、生で食することはなかったそうで
す。そこで鰹節のような加工が発達したのではないかと言われてい
ます。昔の人の知恵や工夫はすごいですね。
現代では、殺菌・密
封する保存食として缶
詰やレトルト食品があ
ります。レトルト食品
は、1969年に打ち上
げられた宇宙船アポロ
11号の宇宙食として
知られるようになりました。魚を使った宇宙食では、宇宙飛行士の
向井千秋さんは鮭の南部焼き、土井隆雄さんはいわしのトマト煮の
レトルトを持って行きました。
単に保存できるというだけではなく、おいしさも求められる保存
技術は日々進歩しています。いつか私たちも宇宙から青い地球を見
ながら、おいしいお刺身を食べられるといいですね。

宇宙へ飛び出す魚の保存食

□水産総合研究センター　広報誌編集委員

Fisheries Research Agency News

□ 10年 4月 1日発行
□編集：水産総合研究センター　広報誌編集委員会
□発行：独立行政法人  水産総合研究センター
　　　　〒 220-6115　神奈川県横浜市西区みなとみらい2－3－3　クイーンズタワーＢ棟15階
　　　　TEL. 045－227－2600　　FAX. 045－227－2700
　　　　URL. http://www.fra.affrc.go.jp/

22

中里　智子 関根信太郎 佐野　春美 足立　純一
大浦　哲也 高崎　大輔 今村　政志 生田　和正
小池　幹人 濱地　信秀
アドバイザー：水野　茂樹　　デザイン：神長　郁子

■特集　水産物の安全と安心
○「安全・安心な水産物」を提供するための研究開発の取り組み ･････････････････････････････････････････････････････････････････････中央水産研究所　利用加工部　村田　昌一
○産地偽装を科学的に見破る ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････中央水産研究所　利用加工部　食品バイオテクノロジー研究室　山下　倫明
○アサリの出身地を調べる ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････瀬戸内海区水産研究所　生産環境部　濱口　昌巳
○コラム：食卓のサバの見分け方 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････開発調査センター　浮魚類開発調査グループ　日野　厚生
○自然毒による魚介類食中毒と対策 －貝毒の新しい検査手法－ ･･････････････････････････････････････････････････････中央水産研究所　利用加工部　機能評価研究室　鈴木　敏之
○貝類養殖におけるノロウイルス問題と対策 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 西海区水産研究所　海区水産業研究部 資源培養研究室　松山　幸彦
○安全な食品生産とHACCP ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････中央水産研究所　利用加工部　食品安全研究室　矢野　　豊
○食卓に安心を届けるトレーサビリティシステム ･･････････････････････････････････････････････････････････････････中央水産研究所　利用加工部　素材開発研究室　村田　裕子
○水産物のアレルギー様食中毒を防ぐ ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････中央水産研究所　利用加工部　食品安全研究室　里見　正隆
○コラム：健康によい水産物 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････中央水産研究所　利用加工部　機能評価研究室　石原　健司

■あんじいの魚
さかな

菜に乾杯
○第11回　カタクチイワシの味の良さを再確認！　超簡単な「シンプルつみれ汁」 ･･････････････････････中央水産研究所　利用加工部　食品バイオテクノロジー研究室　石田　典子

■研究成果情報
○田んぼでフナを育てる稲田養殖 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････中央水産研究所　内水面研究部　生態系保全研究室　井口恵一郎 
○韓国の刺身用マグロ市場の動向 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････中央水産研究所　水産経済部　松浦　　勉 

■研究成果情報
○カタクチイワシを自動でドレスや開きにする「魚体搬送装置」～練り製品やフライの量産を後押し～ ･････中央水産研究所　利用加工部　食品バイオテクノロジー研究室　石田　典子

■おさかな　チョット耳寄り情報
○宇宙へ飛び出す魚の保存食 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････経営企画部　広報室　高崎　大輔
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